
目次－１ （メイン画面説明）

P- 1  目次１
P- 2 目次２
P- 3 目次３
P- 4 メイン画面（全体イメージ）
P- 5 メイン（業務日誌）画面（ＱＳＯ済登録データ）
P- 6 メイン（ワーク欄１）画面（ワーク欄ボタン説明）
P- 7 メイン（ワーク欄２）画面（ワーク欄ボタン説明）
P- 8 星取表画面
P- 9 日付検索、リグコントロール、カントリー状況
P-10 ＧＬマップ、位置情報検索
P-11 リグ、ＤＸＣＣ、ＪＣＣ

P-12 環境設定画面（全般）
P-13 環境設定画面（コンフィグシス）
P-14 環境設定画面（リグコントロール）
P-15 オプション設定画面
P-16 ラバースタンプ送信
P-17 ＪＣＣ検索関係
P-18 ＢＧＡＬＯＧバージョンアップ方法（３種類：いずれもＢＧＡＺＩＰ．ＥＸＥを使用）

－－－以下質問の多い内容（順不動）

P-19 各項目間の表示幅の設定、アイコムリグコントロールの設定、使用ファイル一覧、不要ファイルの自動削除
P-20 ＣＯＮＦＩＧ．ＴＸＴの修正
P-21 データファイルの自動メンテナンス、カントリーリストメンテナンス
P-22 ＡＲＲＬのＤＸＣＣリストとの整合方法例
P-23 ＬＯＴＷ（データ作成処理、受領処理）
P-24 ＬＯＴＷ（受領整合処理、補正処理）
P-25 ＬＯＴＷ（データ作成処理）
P-26 ＬＯＴＷ（作業の流れ）
P-27 Mode上限周波数（ＣＷ、ＰＳＫ、ＲＴＴＹ）、ウォンテット登録、データグリッド（ＤＢＧ）既定のエラーダイアログ
P-28 データの検索（or修正方法）（特殊例参考）
P-29 アルト（Ａｌｔ）、シフト（Ｓｈｉｆｔ）キーの活用、完全キーボードのみでのＱＳＯ方法（メイン画面アクティブ時）

P-30 リグコントロール設定（環境設定）

マニアル最終修正日：２０２4／０１／１２

その他のマニアル： ⇒
各画面内にそれぞれのマニア
ルが有ります。

メイン画面の「⑩マニアル＆Ｗ
ＷＷ接続」からも接続できます。

各ツール毎の機能説明
マウスの進むボタンorセンターボタン（ｽｸﾛｰﾙﾎﾞﾀﾝ）押下で
ツール毎の使用説明書が表示されます。
※ ５ボタン以上の機能を持ったマウスが必要です。
右ボタン以外の「進む・戻る」ボタンにも機能を埋め込んでいる場所が在ります。
メイン画面、テルネット画面以外では一部ツールチップヘルプを使用しています。
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各項目への移動は、「下線」の部分をクリックしてください。
メニューへの戻りは「メニューへ」をクリックしてください。

細かい部分のマニアル修正

このマニアルは当初作成時の物であ
り、詳細修正が不十分です。

ＬＯＧの各ボタンへマウスを持って
行った場合に表示されるツールチップ
ヘルプと合わせて確認してください。



目次－２

P-31 検索が出来ない、ヌル補正の必要性
P-32 交信済のデータ出力（エクセルへ取り込む方法）
P-33 月間、年間、検索分、ＤＸＣＣ把握とデータ作成
P-34 各種ヘルプ
P-35  よく使用するボタン
P-36 コールサイン欄での検索
P-37 ＣＱ誌（2016年間ＤＸＣＣ）特別賞データの作成
P-38 ＩＯＴＡ検索
P-39 処理スピード改善
P-40 ＷＩＮシステムタイマー設定、センターボタンでヘルプ
P-41 マウスの「進む」or「センター」ボタンでヘルプ、期間指定検索
P-42 タカオフォントについて（数字のゼロにスラッシュ）
P-43 マウスについて（各ツール機能説明の表示方法）
P-44 先読みチェックボタン（１文字入力毎のコールサイン先読み検索）
P-45 同 （「Ｆ１２」キーの活用）
P-46 同 （「↑、↓」キーの活用）
P-47 ファイル内容の確認（*.TXT、*.ADI の修正方法）
P-48 業務日誌（ＤＢグリッド）欄の修正
P-49 システム全体のバージョンアップ方法等、環境設定の手動バージョンアップ、音声発生中の作業について
P-50 各バックアップの特徴
P-51 メイン画面でのカラー
P-52  ＢＧＡＬＯＧでの使用ファイル
P-53  メイン画面での複合検索
P-54 データベースの修復方法
P-55 テキストファイルの内容を確認したい。
P-56 カントリーリストの印刷
P-57 自動エラーメッセージ送信設定方法
P-58 消滅カントリー
P-59 交信済データからカントリーリストを個別に整合させる。
P-60 交信済データからカントリーリストを一括整合させる。
P-61 アクセスによるデータベースの修復とコンパクト化
P-62 時間、期間、関連検索
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「マニアルと動作が異なる」など修正が出来ていない部分に
気が付きましたらレポートをいただければ幸いです。

わかりにくいなどのところがありましたらレポートいただきま
すと修正をしていきたいと思います。

目次１へ
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目次－３
P-63 モード、周波数使用時の注意事項等（モード、周波数欄の活用）
P-64 ＷＳＪＴからのデータリンク、
P-65 JT65-HF(HB9HQX) 等からのデータリンク（交信データの取込）

P-66 複合検索（ツール利用検索）
P-67 複合検索（コマンド直接記入検索）
P-68 業務日誌欄修正履歴、項目内文字置換（項目内全置換、一致文字（文字列）のみ修正）
P-69 ｅＱＳＬの活用（ｅＱＳＬ．ＣＣとの連携）
P-70 ＱＳＬカード管理
P-71 画像の表示、取り込み
P-72 ｅＱＳＬ関連画面
P-73 ｅＱＳＬ（画像、ファイル作成）処理
P-74 ＤＸＣＣカントリーリストの一括補正（交信登録済の業務日誌による自動登録）
P-75 ＦＴ８、ＪＴ６５設定
P-76 ＤＸＣＣの考え方と保守方法の一例（3ページ）
● 投入データが消えてしまった場合の復旧方法（2ページ ）
● クリップボードの活用、コピー機能
● 年間ＤＸＣＣ管理
● メイン画面の項目別、注意事項
● 簡易不正データチェック方法
● 業務日誌内文字列の置き換え（複合検索）
● ＡＤＩＦファイルの一覧確認とＣＳＶファイルへの出力方法（参考記載）

目次１へ



メイン画面（全体イメージ）P-4

・ 画面切替欄
（同一画面で切替）

・ 画面切替欄
（５ページ参照（水色ﾎﾞﾀﾝ））

・ ワーク欄（追加、検索等）
（５ページ参照）

・ コントロール欄（リグ・ＲＴＣ）
（６ページ参照）

・ 業務日誌表示欄
（業務日誌、検索結果、等表示）

・ 星取表画面（８ページ参照）
カントリリスト欄

（カントリーとの交信状況）

・ ＲＴＣコントロール
（８－１０ページ参照）

・ 位置情報欄
・ メッセージ欄

登録者表示

★ テキストボックスの表示色 ＝ 検索局のバンド別モード別更新状況表示
----------- 交信する「バンド・モード」デュープチェック
オレンジ  ： 現在交信しようとしている周波数等で未交信（交信ＯＫ）
赤色 ： 現在交信しようとしている周波数等で１２ヶ月以内に既に交信済（デュープ）
ピンク ： 現在交信しようとしている周波数等で１２ヶ月以前に既に交信済（デュープ）
----------- その他のバンド・モード（過去の交信状況、参考表示）
水色  ： １２ヶ月以内に交信済
グリーン ： １２ヶ月以前に交信済
黄色  ： 未交信
----------- カード受領登録時
マゼンダ  ：  受領登録したデータ

ＩＯＴＡ、ＪＣＣ、学習、ＤＸＣＣ、マネージャ、の各管理、ここに記載されていないマニアル（ＨＥＬＰ）につい
てはそれぞれの画面にあります。
ここでは、メイン画面に関係するものについてのみ説明を行っています。
その他、メイン画面の「マニアル＆ＷＷＷ接続」フォルダーで全てのマニアル確認ができます。

***…非表示部分データ有
（ツールチップヘルプで確認可）
マウスカーソルを持っていくと表示

１ＳＴＱＳＯ（枠が赤色）

・ マニアル
（この画面）

各ツールでの右クリックでヘルプ表示
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バックカラー
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メイン（業務日誌）画面（ＱＳＯ済登録データ）

・ 備考２（NWのデータ等を自動取込み。
 ：240バイトまで登録可で備考１と合わせて使用方法は自由）

・ 項目欄（すべての項目で使用可能 ： クリックでその項目内のデータでソート実施）

★ ﾃﾞｰﾀ欄で［Ctrl］＋［ﾏｳｽ左ｸﾘｯｸ］＝ｸﾘｯｸ位置のﾃﾞｰﾀをｼｽﾃﾑ クリックボードにｺﾋﾟｰ

★ ﾃﾞｰﾀ欄で［Shift］＋［ﾏｳｽ左ｸﾘｯｸ］＝ｼｽﾃﾑ クリックボードの内容を貼付

・ ﾃﾞｰﾀ欄をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ＝局名、周波数、ﾓｰﾄﾞをﾜｰｸ欄に貼付、ﾘｸﾞ周波数をｺﾝﾄﾛｰﾙ後、検索を実施

・ ｶﾚﾝﾄﾚｺｰﾄﾞﾏｰｸ
（選択中のﾃﾞｰﾀ）

ﾃﾞｰﾀ欄全体（コピー＆ペースト）P-22参照

・ 日付欄で［Ctrl］ ＋［ﾏｳｽ左ｸﾘｯｸ］＝その日付時間をｶﾚﾝﾄＤＴ日付に設定

・ ｶｰﾄﾞ送受管理
Ｔ：発送欄
ｽﾍﾟｰｽ＝未発送（ｽﾍﾟｰｽは発送するが現在未発送、/ は発送しない印）
その他発送済（T、D、J、G、等、自由）
Ｒ：受領欄

R＝受領（限定）
ｽﾍﾟｰｽ＝未受領
Ｌ：ＬＯＴＷ欄

R＝受領（限定）
ｽﾍﾟｰｽ＝未送付
T＝送付済
Ｅ：ＥＱＳＬ欄
同上

・ ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ記号
（Ｃ＝ｸﾗﾌﾞﾛｸﾞ、Ｐ＝ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ、
Ｗ＝ｳｫﾝﾃｯﾄ ：登録局）

周波数（ﾒｶﾞﾍﾙﾂ後の[.]ﾄﾞｯﾄまでは記入必須、最低入力例: 21. ）

DXCC番号、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ
（ＤＸＣＣｶﾝﾄﾘｰﾘｽﾄとの整合上必須）

検索ボタン オレンジ色のボタンで下にある緑のテキストボックスの内容を検索

プルダウン クリックした内容をテキストに記入を実施

・ データ修正方法
上のような「オレンジ色＆黄色」の場合は書き込み禁止のためその項目の
データを修正できません。
修正を行うにはその項目をクリックしてカラーを「空色＆黄色」にしてその
状態で修正をしてください。（カーソルの位置を他に移動する元に戻ります。
：これは不要な書き込みや削除をしないための措置として設定しています。）

・ ＤＢボックス

（格子状のデータ画面を「ＤＢボックス」
と表現しています。）

各項目幅設定（項目欄区切線をドラッグドロップで変更：環境へ自動登録）

業務日誌欄削除時の注意：直接削除は半角のスペースを入力
ＤＢＧ（格子部分）の入力はすべての項目をテキストとして作成していますので「ヌル
（何も未記入の状態）」とならない様に注意願います。
「ヌル」の部分が有ると検索に失敗します。P-24を参照

書込み禁止状態
書込み可能状態
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★ ﾃﾞｰﾀ欄で［Alt］＋［ﾏｳｽ左ｸﾘｯｸ］＝ｸﾘｯｸ位置のﾃﾞｰﾀをワーク欄へコピーし、ｼｽﾃﾑ クリックボードにもｺﾋﾟｰ

目次１へ



メイン（ワーク欄）画面 P-6

日付順ソート
データリフレッシュ

検索準備 検索を行うためのワーク欄をリフレッシュします。

=======================
①チェックオフ（Ｆ１） ②チェックオン（Ｆ２）

差異 （Ｆ１） （Ｆ２）
----------------------------------------------
コールサイン 消去 未変更（未処理）
時間 現時間 〃
モード 最終データ 〃
周波数 最終データ 〃
H(M)RST  ５９９等固定 〃
リグ、入力 未記入時最終ﾃﾞｰﾀ 〃
ﾓｰﾄﾞ、周波数＝リグコントロールの場合はリグ優先
※ 登録時の時間については、ｵﾌﾟｼｮﾝの選択が優先します。

（オプションを登録時間の扱いをそのまま設定にする必要があります）

検索 ①、 ② ：完全一致を抽出
チェックオフ：①＝コールサイン欄以外全てﾘﾌﾚｯｼｭ後に検索
チェックオン：②＝日付・時間 ～ ＲＳＴまでを未書換

部分検索：
チェックオフ＝部分的に文字列が一致するものを抽出
チェックオン＝先頭一致検索

ﾜｰｸ欄ｺｰﾙｻｲﾝで局名自動検索

複写（ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰからワーク欄へｺﾋﾟｰ）

検索局記録
一度検索した局を記録しています。
（選択ｸﾘｯｸ⇒ｺｰﾙｻｲﾝ欄等へｺﾋﾟｰ）

※ 各、桃色検索ﾎﾞﾀﾝ：
下のﾃｷｽﾄ内容で抽出実施可
（内容により部分一致抽出有）

補足説明はP-4で説明

ツール
不正データ、画面
等のツールがあり
ます。

登録時：時間の扱い
□ ＝ 現在時間に変換して登録
レ ＝ 表示時間でそのまま登録

※ 状況により自動でコントロール有

※ 各ｵﾌﾟｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ等設定：（初期値の設定は環境設定、及び CONFIG.TXT で設定）

コールサイン検索時のデータ取得
（オプション設定の他は次項による） （抽出時等に変更）
・ 時間：現時間
・ モード、周波数：リグより自動取得
・ ＲＳＴ:５９ or ５９９
・ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ、DXCC番号、ｶﾝﾄﾘ、ｿﾞｰﾝ：ＤＸＣＣﾘｽﾄより自動登録
・ 無線機、ﾊﾟﾜｰ：環境ﾃﾞｰﾀ自動取得
・ ﾏﾈｰｼﾞｬ、氏名：ＱＳＬﾏﾈｰｼﾞｬﾘｽﾄ、等：過去の交信記録より取得
・ ﾏﾈｰｼﾞｬ、氏名、住所、ＧＬ、ＬＯＴＷ可否、生年、等

：QRZ.COM（契約者）、HAMQTH（未契約者）
・ ﾏﾈｰｼﾞｬ、IOTA番号、周波数、等：ﾃﾙﾈｯﾄﾃﾞｰﾀ

※ 学習機能、QSLﾏﾈｰｼﾞｬ機能、DXCCﾘｽﾄ、IOTA機能、JCC機能、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
（QRZ.COM、HAMQTH）、ﾃﾙﾈｯﾄﾃﾞｰﾀ、過去ﾃﾞｰﾀ、より判別して取込み
ﾏﾈｰｼﾞｬ＝下部に取り込み先を明記

ＤＸＣＣ、ＪＣＣ保守
実際の交信データによりＤＸＣＣ
管理リストを自動修正

ＪＣＣ検索、住所検索
ＪＣＣｺｰﾄﾞ、道の駅ｺｰﾄﾞ、温泉地ｺｰﾄﾞ
から自動判別し必要場所に自動書込み

通常運用・訂正時（重要）
レ＝リグコントロール一時停止（訂正用）
（モード・周波数訂正時に自動設定、手動可）

□＝リグコントロール（通常）実施

日付順に全データを
表示

この時、マスター
データベースへ変更
保留中のデータを書
き込み整合を図りま
す。

テルネット画面
テルネット画面（表示・非表示）
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メッセージ欄
ボタンの情報、
ＤＸの状況、

等を表示します。
（最大3000バイト分を表示）
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メイン（ワーク欄）画面２ P-7
検索等補足

検索
完全一致：すべてが一致した局を抽出
先頭一致：レ：先頭から一致した局を抽出
部分一致:□：一部の位置で一致した局を抽出

□ □ □ 日付検索
チェックの有る部分が一致の局を抽出します。
年月の一致したデータを抽出するには年月にチェック
全ての月日の一致をチェックをするには月日にチェック
下の水色部分を必要データに変更後クリックします。

年   月  日

COPY（日付コピー）
カレントディレクトリーの日付を
コピーします削除

カレントディレクトリーを削除

Ｔ・Ｒ・Ｌ・Ｅ 検索（コンファームは必ず「Ｒ」を記入）
未発行、未受領検索はスペース
Ｔ欄＝適宜な文字を使用できます。
未発行＝スペース
発行済＝その他の文字
Ｒ欄＝Ｒ or スペース
Ｌ欄＝Ｒ or Ｌ or スペース
Ｅ欄＝Ｅ or Ｒ スペース

登録・上書き
ワーク欄のデータを業務日誌に登録
カレントディレクトリーへ上書き

住所検索
文字列内に市町村名が
有ればＪＣＣコード等を自
動検索

ＪＣＣ検索
文字列内に次のコードが有れば住所、
ＪＣＣコード等を自動検索
JCCNo＝交信状況等を検索
YU****＝湯之町検索
**－**＝道の駅検索
検索後関連情報は備考欄やメッセー
ジ欄等に表示

マネージャデータ入手先表示（マネージャがある場合のみ表示）

検索の都度、マネージャファイルやＮＷからの取得内容をマネージャ欄に表示しますが、
その取得先を明記します。

①過去の登録、②ＱＲＺ．ＣＯＭ、③ＱＳＬマネージャリストの優先順位で取り込みます。
マネージャデータが取得先により異なる場合はメッセージ欄に注意喚起が表示されます。

データは自動で取得処理を行っていますので登録者の記入ミスやマネージャが変更に
なったことなどは確認できません。

カードをダイレクトで送付する場合など重要なＱＳＯについては、再度各自で確認を行っ
てください。
マネージャは、テルネットの文面より分析して自動で取得します。

その為、ＱＲＺ．ＣＯＭから取得のデータが有った場合には、リストに取り込まない仕組
みとしています。
この為、取得先を明確にするようにしています。

備考欄データ確認方法

・ 備考１、備考２、ボタンにマウスが移動した場合
一時的にテキスト欄を拡大して表示

・ 全表示
次にクリックするまでテキスト欄を拡大して表示

・ 緑のテキスト欄にマウスが移動した場合
全内容をツールチップヘルプで表示

Ｗ消去（F7）
ホーク欄の全てクリアー

モード、周波数、ＲＳＴ、等の
固定部分を残してのクリアー
は検索準備を使用
検索準備１、２の差異については前頁に記載

「Ａｌｔ」or「Ｃｔｒｌ」 or 「Ｓｈｉｆｔ」 を押しながら 「クリック」 の活用
「Ａｌｔ」 ＋ 「ワーク欄クリック」 ＝ カレントディレクトリーのそれぞれの項目よりコピー
「Ｃｔｒｌ」 ＋ 「クリック」 ＝ その項目をシステムバッファに取り込む
「Ｓｈｉｆｔ」＋ 「クリック」 ＝ その項目へシステムバッファの書き込み

※  「Ｃｔｒｌ」 「Ｓｈｉｆｔ」についてはワーク欄テキスト、業務日誌、で使用できます。
「テルネットＤＢ画面」では、 「Ｃｔｒｌ」 が使用できます。

リコール欄
検索局を記録
オプション有り

オプション設定により表
示・取込内容が相違
オプション内容はP-10を
参照

カントリー選択ボタン（プリフィックス誤変換時等に使用）
カントリーリスト一覧から選択

他の検索に連動し、ここで選択変更すると星取表の
カントリーも合わせて変更

ワーク欄のプリフィックス、ＤＸＣＣ番号、ゾーン番号、
住所欄が変更

クリアボタン
マウス通過
表示中の一時メッセージの強制クリア
クリック
MSG.TXTへ内容書出しとメッセージのクリア
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マネージャ取得先等の情報
㊤マネージャの確認状況
㊦マネージャの取得先
ブルー＝信用データ

(QRZ.COM等)
レッド ＝未確認データ

登録者の個人情報
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現在時間表示
・ ＵＴＣ時間 ・ ＪＳＴ時間

・ 現地時間
シアン（ＧＭ） ＝ 03:00 ～ 11:59
黄色（ＧＡ） ＝ 12:00 ～ 16:59
赤色（ＧＥ） ＝ 17:00 ～ 02:59

星取表画面 P-8

・ ＪＡとの時差
・ ＧＬ地図表示（ロケーション検索）

・ グリッドロケーション
・ ＪＡからの距離

ＲＴＣコントロール
・ （←）左、（→）右、回転、
・ （ □ ）回転停止、
・ （134）ショートパス角度へ回転
・ （314）ロングパス角度へ回転
（角度クリックで周波数によりＲＴＣを自動選択
して自動回転
地図画面クリックでもその方向へ自動回転）

※ ４台まで自動選択可コントロール

星取表ダブルクリックでの検索方法
・ レ＝その局の全バントでの交信を表示
・ □＝そのバンド・モードの全交信局を表示

カントリー名表示・検索
クリックで同一カントリー名での登録局を抽出

★ 各ツール上のカーソル ＝ ハンドマーク ＝ イベント登録有

周波数表示・検索
周波数クリックでその周波数での
交信局を抽出します。

バンド別モード別状況・検索 （色はP-４を参照）

（黄色のテキストをダブルクリック）
・ Ｔ ＝ ＱＳＯ済ＱＳＬ未回収
・ コールサイン ＝ ＱＳＬ回収済局

（最初にコンファームした局が記入される）

※ 周波数を省略して登録している場合はバント別・モード別の表示は不可

ＤＸＣＣカントリー（JCC）リスト
・ ＭＩＸ
・ モード別
・ 周波数別
Ｔ＝ＱＳＯ済ＱＳＬ未回収
コールサイン＝ＱＳＬ回収済局

ゾーン表示・検索
カントリー名を表示し

同一ゾーン内にあるＩＯＴＡを表示

プリフィックス表示・検索
（リストから選択）
・ ⇔で前後のカントリーへ移動
・ ＤＸＣＣ番号
それぞれをクリックで同一カントリー
局を抽出

カントリー現地時間
（時間帯をカラー表示）

ＧＬ地図（交信状況等検索）

モード検索（ＣＷ、ＳＳＢ、デジタル）
同一モード・カントリーの局を検索

ＤＸＣＣ番号検索
クリックで同一ＤＸＣＣ番号での登録局を抽出

時
間
帯

ＪＡ：ＪＣＣｎｏ表示・市町村表示&検索
ＤＸ：ＤＸＣＣＤＸＣＣF番号。カントリ表示

ｅＱＳＬチェック等画面
オプション等表示

ＤＸＣＣ、ＱＳＬカード表示
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日付検索、リグコントロール、カントリー状況 P-9

ワーク欄と連動して自動マクロ変換されて表示されます。
マクロ：「＃」のあとの数字がワーク欄のデータにより自動的に変換されます。
クリックでその内容がリグに送られＣＷ送信が実施されます。

ＲＴＣ画面表示
RTC1 コントロール
RTC2 コントロール
RTC1 位置情報のみ
RTC2 位置情報のみ
全未使用
変更時はＢＧＡＬＯＧの
再起動が必要

アイコムリグコントロール
（他の機種は全ての機能を持っていません）

日付検索
左から 年、月、日
チェックを外すと検索対象から外れます。
例 ： 年のみにチェックを入れて日付検索

⇒２０１４年分のみ抽出します。

リグコントロール（ＩＣ、ＴＳ、ＦＴ等でＡＩ機能のある機種）
Split ＝ リグをスプリット状態にしてサブ周波数を＋３ＫＣします。

リグがスプリットorRIT時に自動でチェックが入ります。

M･S = メイン⇔サブ選択切替
A=B = Ｂの周波数をＡにする
A/S = メイン⇔サブ周波数入れ替え
CW等 = モード変更
+1～ = スプリットにしてサブの周波数を選択値分を変更

注:周波数計算上メインの周波数が整数100hzになります。）
UｰD1、L-D1 = ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾓｰﾄﾞDATA(USB-D1)等に設定(IC専用＊1)
-RPSRJO = 環境設定のﾓｰﾄﾞによるｺﾝﾄﾛｰﾙ(IC専用＊1)
(ﾓｰﾄﾞにより自動的に選択されます。ｺﾝﾄﾛｰﾙも可)

＊1については最新ﾌｧｰﾑｳｪｱ(ｺﾏﾝﾄ26)対応ﾘｸﾞのみ使用可
＊次ページ（Ｐ－１０）参照

無線機選択
（変更時は一旦未使用にしてから選択）

マルチ行（備考１、備考２）
備考１、２の内容を一覧で表示します。（マルチ行⇔終了）

ＩＣ－７７００等
スプリット時に「ＲＩＴ」にします。
（⊿ＴＸ＋３ＫＣ固定です。）

リグへのコマンド組立
リグへ直接コマントを送信

ラバースタンプ送信
選択した文字列を無線機へラバースタンプ送信実施
「CTRL」＋「ﾃﾝｷｰ数字」でも実施
モードがＣＷで無線機を使用設定時のみ利用可

この画面の使用方法は
マニアル参照

モードをＣＷとする場合
FE,FE,6A,E0,06,03,FD
をリグに送りますが、
06,03のコマンド部分
のみ記入（前後はプロ
グラム内でFE,FE,6A,E0,
06,03,FDに組み立てて
送信） 06,03

9

目次１へ



位置情報検索 P-10

RTC-59は使用していない（ビーム角度は出ない）が位置
情報のイメージを目で確認できます。
このほかにＧＬマップもあります。

RTC-59を使用していて位置のイメー
ジを見たい場合
ＲＴＣ－１にのみ表示されます。

図の位置情報は「Ｄ６」を検索の例
ＲＴＣにかかわらず検索位置が表示されます。

当方の配置状況
一つの画面に収まります。

画面の表示位置設定
マルチ画面で表示しています。

設定はメイン⇒オプション・その他
⇒テルネット画面位置登録

ＧＬマップは大きくて場所をとりますが、この地図はコンパクトで見やすくなっています。

その他画面

R1は、スペースを入力

ＲＴＣ未使用で位置情報表示の設定
RTC_Beam＝1
RTC_R1＝(ｽﾍﾟｰｽ)
RTC_R2＝(ｽﾍﾟｰｽ)
RTC_R3＝(ｽﾍﾟｰｽ)
RTC_R4＝(ｽﾍﾟｰｽ)

ＲＴＣ使用の設定
RTC_Beam＝1
RTC_R1～ RTC_R＊
までを記入

使
用
分
を
記
入

仕
様
の
場
合
は

10
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リグ、
ＤＸＣＣ、ＪＣＣ P-11

・アイコムリグコントロール
（他の機種では使用不可）

ﾗﾊﾞｰｽﾀﾝﾌﾟ送信 or 「CTRL」+「#ﾃﾝｷｰ」 ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｰを押しながらﾃﾝｷｰの各数字で次の内容をＣＷ送信できます。

＃０＝「 TU 」 ＃４＝「 DE  自局CALLＸ２回 UR 5NN TU 」
＃１＝「 自局CALL 」                          ＃５＝「 相手CALL OR 599 YU 」
＃２＝「UR 5NN TU 」 ★注意★【メイン画面】or【rテルネット画面】がアクティブの場合に使用可
＃３＝「 DE  自局CALL UR 5NN TU 」 （ﾏｳｽｶｰｿﾙをﾗﾊﾞｰｽﾀﾝﾌﾟ送信へもっていくと内容確認を行い送信可（ﾜｰｸ欄と連携有り））

・アイコムリグモードコントロール
（他の機種では機能を持っていません）
各種使用方法が異なりますので適宜要選択
※ 各ボタンのツールチップヘルプも要参照

「①旧のコマンドでのコントロール」
環境設定の１バイト目が１の場合はＤＡＴＡモード
を未使用

ここでの選択は、フィルター未コントロール

「②リグ独自のコントロール」 （ＵＳＢ－Ｄ１、ＬＳＢ－Ｄ１などは使用しません。）

リグ固有のモードに対応（ＰＳＫ⇒リグのＰＳＫ、ＲＴＴＹ⇒リグのＲＴＴＹを使用）

※ お願い 将来出来れば、追加コマンドへの１本化を図りたいと思いますので早い時期にリグのファームアップ実施をお願いします。

２６コマンドが使える様に願います。

・リスト表示（ＤＸＣＣ、ＪＣＣ）
次の状況により自動判断して切り替え（右画面参考）

・ＪＣＣコード欄が記入の場合
＝ＪＣＣリスト表示

・ＪＣＣコード欄が未記入の場合
＝ＤＸＣＣリスト表示

・手動で切り替える場合
＝チェックボタンを「オン・オフ」で切り替え

※ 検索値時にＪＣＣコードが取得できた場合（チェックオン）
未取得の場合（チェックオフ）

11
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環境設定画面 P-12

この位置をクリック
画面全体が説明文になります。
再クリックで元に戻ります。

全画面共通項目
① データの先頭、最後へ移動します。
② １つ前後の項目に移動します。
③ 現在のカレント位置を表示
④ 全体（抽出）の項目数を表示
⑤ 現在のメモリー内データをマスター（ＦＤ）へ書き込みます。

①② ③ / ④ ①② ⑤

ソート番号、項目、説明文 自動的にメンテナンスされ、誤操作防止のためにリードオンリーとなっています。

リードオンリー解除
ソート番号、項目、説明文
を修正できるようにリード
オンリーを解除します。

テキスト出力
「KANKYOU.TXT」へ出力します。

詳細説明文
読んでください。

環境再読み込み
新たに設定した内容を再読み込みします。

変更時に配布される「KANKYOU.TXT」
により更新します。

リフレッシュ
絞り込んでいたデータを元に戻します。

検索 テキストの内容で検索します。
検索場所は全項目です。

分類 で絞り込みができます。

環境設定項目欄
（その他は修正不可）

メンテナンス
この日付世より新しい「KANKYOU.TXT」が
同一フォルダーにあれば自動的に環境設
定の更新が行われます。
強制的に実施したい場合は、これを古い
日付に変更してください。

フォントについて
タカオゴシックをＷＩＮシステムにインストールをしておいて
ください。インストールをしていない場合は、文字が正しく
ない場合が有ります。
インストールマニアルの「ＦＯＮＴの変更」を参照12

初期設定の個人情報や使用機器等以
外は極力この画面を使用しない様に努
力しています。

コンフィグ修正
メイン画面のプルダウンの
内容を修正します。
※ 次ページ参照
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環境設定画面 P-13

CONFIG．TXT の修正
プルダウン等の項目を修正できます。

終了後は書き込み・終了をクリックしてく
ださい。

設定項目

周波数：プルダウンメニュー

モード：プルダウンメニュー

ＲＳＴ：プルダウンメニュー

ＲＩＧ：プルダウンメニュー

パワー：プルダウンメニュー

ＣＷラバースタンプ
：ＣＷラバースタンプ追加文

質問の多い内容 P-12 P-16 を参照してください。

13
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クリックし、ＲＩＧ選択（無線機関連の設定が抽出されます。）

初期に起動したい機種の番号を設定
1台で使用の場合は「１」とします。
未使用の場合は「0」を指定

０：モードをコントロールしません
１：FT-5000、FT-2000、等のデジタルモードのコマンドのないもの
２：FTDX-101、FT-991、IC-7851、等Digitalのコマンドの使用できるもの

モード別のフィルターを
設定します。

CONFIG.TXTに設定している周波数とモードでＦＴ８、ＦＴ４のモード
を判定します。

ここに設定の上限周波数もモード設定の一部として使用します。

環境設定画面 P-14
（リグコントロール）

14
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オプション P-15

ＬＯＴＷ受領時の処理
受領時に質問が有り自動的に変更（ＬＯＴＷにヒットしたものはカードを未発行にするための設定）

移動局検索時の検索方法
チェックオンの場合の移動局は移動「/」地を除いて検索

ＧＬ取り込みの有無設定
オンにするとＧＬＮＷ検索時にＧＬを取り込みません。

チェックを入れると送られてきた生のデータがメッセージ欄に取り込まれます。

ヌル補正

ＤＢグリッド内にデータが何も入っていないヌルの場合その後の検索が不可
となるのを防ぐため、ヌルがあった場合は、半角のスペースに置き換えて
データを補正

画面位置の登録
画面を表示させた状態でクリックを行うとその内容を環境へ登録し、そ
の後は同じ位置に画面が表示

（位置が不明となった場合は開始画面の「位置初期化」で「0,0」の位置に戻
すことが出来ます）

セッション再要求 通常は自動的にセッション再要求を行い不要

ＷＡＳＡＨＦファイルへの取込の扱い
オンにするとＱＳＬカード受領時に取り込みません

右のテキストボックス内の説明を参照してください。（フォルダー毎に説明が有ります。）

業務日誌欄のソートを設定

補正 プリフィックス未登録のデータを補正します

テキストファイルのソート テキストファイルの内容をソートします。

ＢＧＡＬＯＧフォルダー内の不要ファイルの削除

15
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16

アイコム機でのキーボード送信
アイコム機でモードがＣＷの場合にはキーボード、マウスにより
ＣＷの送信を行うことができます。
文面は、検索時やＲＳＴが変更される都度書き換えられます。

ラバースタンプ送信
文面をダブルクリック、または、「Alt」＋「テンキー数字等」
（3.SG¥押しながら、左に表示の「0～+」キーを押す）
「Alt」＋「テンキー数字等」は非表示状態で使用可能

キーボード送信
キーボードから文章を1文字ずつ直接送信できます。

保守
文章は自由に書換ができます。（半角英文＆記号）
登録を行わない限り環境に設定している文章をマクロ変換して読
み込みます。

注意事項
マクロ変換（[#RST] ＲＳＴ、 [#CALL] 相手局名）以外は変換を
行いませんので登録時には一旦読込を行ってから修正を行い登録
を行ってください。
長文は画面から消えますが、最後まで送信できます。
ただし、ＩＣＯＭのメモリーバッファが少ないために全文を送信
出来ない場合があります。（無線機へ送信時にウェイトをかけて、
極力全文が送信できるようにしています。）

ラバースタンプ送信 P-16
目次１へ



ＪＣＣ検索関係 P-17 「RSYUCHI.TXT」の内容：（ＪＣＣ管理⇒マスターＴＥＸＴでの表示内容例） ＪＡ５ＱＪＤ ＯＭ ＴＥＸＴ作成 ＴＫＳ

相互連動

ＪＣＣ欄検索：（画面例）
左の「YU-2042」での検索例
結果
① ＪＣＣ欄を区町記号へ変更
② 住所欄へ住所を登録
③ 備考２へＺＡ記号、ＹＵ番号＝温泉名記入（道の駅で検索の場合は「ＲＳ－０１－０１＝足寄湖」記入）
④ メッセージ欄へその住所（市町村）による温泉地名、道の駅を記入

住所欄検索：（温泉地検索＝「YU-、$」、道の駅検索＝「RS-、#」：「」内を検索文字の前に要記入） ※理由はＤＸＣＣとの混乱を避けるためです。

左の「YU-2042」での検索例
結果
① ＪＣＣ欄を区町記号へ変更
② 住所欄へ住所を登録
③ 備考２へＺＡ記号、ＹＵ番号＝温泉名記入

（道の駅で検索の場合は「ＲＳ－０１－０１＝足寄湖」記入）
④ メッセージ欄へその住所（市町村）による温泉地名、道の駅を記入

ＪＣＣ交信状況

住所による「温泉地」「道の駅」が表示

注意事項：
「同じ地名」、「２つの市町村にまたがっている」場合は郡名の確認があり、選択すれば正しく検索できます。
住所検索 ： ＤＸＣＣとの兼用のため、「市、区、町、村、支所、温泉」の文字が文字列内に記入、または、

「ＹＵ－、ＲＳ－」、「＃道の駅、＄温泉地名」、が先頭に記入されていれば検索を実施します。
 未記入の場合はその文字の局を検索するデータとして扱います。

ＪＣＣ欄検索 ：
 記号～ＹＵ／ＲＳまでの内容を自動判別して検索します。

表示内容 ：
 備考２ ： 唯一無二となる検索を行った場合のみ記入します。

 メッセージ欄 ： そのカントリー内にある「道の駅、温泉地」を参考表示します。

結果が唯一無二となる場合の検索時にのみ表示

住所検索＝文字入力後のリターン
該当局検索は上のボタンクリック（P-3参照）

０１００２Ａで検索例

ＪＣＣ番号、ＱＴＨクリック
で該当交信局を検索
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ＢＧＡＬＯＧバージョンアップ方法 P-18
（３種類：いずれもＢＧＡＺＩＰ．ＥＸＥを使用）

１ ＢＧＡＬＯＧの新しいバージョンがあった場合
自動でアップデートの案内がありますので指示に従って進めてください。
（下記に準じた作業となります。）

２ ＢＧＡＬＯＧ開始画面から手作業でのバージョンアップ手順
１ 「ＢＧＡＺＩＰ」ボタンで起動（ＢＧＡＬＯＧが自動で終了します。）
２ グリーン色の「自動ダウンロード」ボタンをクリック

（ＥＤＸＧホームページより「BGALOG_VUP.zip」を自動でダウンロード）
３ 「アップデート開始」ボタンをクリック
以上でアップデートが終了です。

３ ＢＧＡＺＩＰ．ＥＸＥから直接手作業でのバージョンアップ手順
１ ＢＧＡＬＯＧを終了させます。
２ 「ＢＧＡＺＩＰ．ＥＸＥ」を起動
３ グリーン色の「自動ダウンロード」ボタンをクリック

（ＥＤＸＧホームページより「BGALOG_VUP.zip」を自動でダウンロード）
４ 「アップデート開始」ボタンをクリック
以上でアップデートが終了です。

重要
２０１７／１０／０３日現在のＢＧＡＺＩＰ．ＥＸＥの最新バージョンは２０１７／１１／１６です。
これより古い場合はＥＤＸＧホームページより「BGAZIP.zip」「BGAZIP_UP.zip 」をダウンロードして解凍後、
ＢＧＡＬＯＧフォルダーへコピーしてください。

BGAZIP.exe : BGALOG.exeを自動アップデートするためのツールです。
BGAZIP_UP.exe  : BGAzip.exeを自動アップデートするためのツールです。

18
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環境設定 P-19
使用ファイル

◎ 各項目間の表示幅の設定方法

⇔ ⇔⇔

・ 一時的な変更：上の様に境界線をドラッグして変更します。
・ 常時変更：環境設定の数値を変更してください。
・ 大きくした場合は上の様に水平スクロールバーが自動で現れます。
この場合は他の項目を小さくしてください。

・ 標準はタカオフォントでの当方の好みの数値ですので適宜変更してください。
・ 幅が小さい場合で文字が入り切らない場合は「…」で表示されます。
全文を見たい場合は、マウスをその上に合わせるとツールチップで表示されます。

◎ アイコムリグコントロールの設定方法
アイコムのリグについては２つの系列（ＩＣ－７８００系、ＩＣ－７７００系）があり、違いは「07」（メイン・サブの
設定）コマンドが異なっています。
ＢＧＡＬＯＧを使用する場合は、リグのアドレスと環境設定のアドレスが一致する必要があります。
特に「IC-756-PRO-3」についてはリグのアドレスをIC-7800のアドレス「6H6A」として登録すると使用できます。
その他の機種は、マニアルに記載されているリグ固有のアドレスのとしてください。

注：IC-756-PRO-3
IC-7800系については全てIC-7800の「IC-&H6A」に環境設定とリグアドレスを設定し、
その他の機種はリグ固有のアドレスまたはIC-7700のアドレス「&H74」に設定します。

◎ ＢＧＡＬＯＧでの使用ファイル
（赤色＝重要、緑色＝未使用の場合も必要、青＝メンテナンス用、未使用の場合のみ不要）

・ BGALOG.exe ： プログラム本体です。（最新のバージョンをインストールし、次のデータとマッチしている必要があります。）
・ BGA_JIP.exe ： ダウンロードしたファイルをＢＧＡＬＯＧへコピーするためのプログラム、（setup.exe＝全く使用しませんので存在する場合は削除）
・ BGALOG.ACCDB ： ①業務日誌、②環境、③ＤＸＣＣカントリーリスト、④ＪＣＣ（Ｇ）リスト、⑤学習ファイル、⑥ＩＯＴＡ管理、⑦マネージャリスト、

⑧ペディションリスト、 ⑨テルネット取込、の各データを１本にしたものでマスターデータベース
・ CONFIG.TXT ： プルダウン等の環境設定補助ファイル
・ QSLFORM*.TXT ： ＱＳＬＦＯＲＭの文字で始まるＴＸＴは、カード印刷のフォーマット設定ファイル
・ RSYUCHI.TXT ： ＪＣＣ、温泉地、道の駅、ＺＡ、区町村管理ファイル
・ TELNET.TXT ： テルネットのフィルター抽出用ファイル（自動的に作成されます。）
・ CW.TXT ： アイコムのＣＷのラバースタンプを提起したファイル
・ KEYPAD.TXT ： アイコムの外部キーパットでの送信内容を切り替えるファイル
・ MSG.TXT ： メッセージをクリアすると作成される一時ファイル（不要であるが適宜作成されますので要無視）
・ WABUNMEMBER.TXT、J_CLUSTER.TXT ： 和文メンバー管理ファイル、Ｊ－ＣＬＵＳＴＥＲ用
・ QSLMANAGER.TXT ： ＱＳＬマネージャファイルアップデート用、
・ BGAGAKU.TXT ： 学習ファイルアップデート用
・ DXCCLIST.TXT ： ＤＸＣＣカントリーリストファイルアップデート用 念のためそのまま保存しておいてください。
・ KANKYOU.TXT ： 環境ファイルアップデート用（不足する場合は自動で追加されます。）
・ 各ＡＤＩファイル ： JA5BGA.ADI（ＬＯＴＷ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙQSO等用に出力したデータ）、lotwreport.adi（ＬＯＴＷからダウンロードしたファイル）
・ IPA_Font_License_Agreement_v1.0.txt ： タカオフォント使用に関する使用許諾説明ファイル

・最低限の保存が必要なファイル、
赤色、緑色、のみを保存してください。
・ ２０１５／６月現在、ここに非表示のファイ

ルは不要、状況変化に伴い必要となった場
合は、EDXGホームページより「KANKEI.zip」

をダウンロードしその中から必要ファイルを
取り込んでください。

◎ 不要ファイルの自動削除
※ 時々実施してください。
（削除実施ファイルごとに問い合わせ等の確認が有ります。）
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◎ ＣＯＮＦＩＧ．ＴＸＴの修正
このファイルは周波数、モード、等のプロダウンメニューを設定します。
各自の好みに合わせて修正してください。

訂正はノート等で修正できます。（データ部分は半角でなければなりません。）

ＣＯＮＦＩＧ設定 P-20

'このファイルが同一フォルダーにある場合はプルダウン等をこの値に変更設定を行います。
'注意事項：
'プルダウンの順番は読込順となります。
'----------------------------------------
'先頭の１文字目で記号（コマンド）とＲＥＭ（注釈）文を判断します。
'「<」は記号とみなし「スペース」又は、「'」の場合はメッセージとみなして無視します。
'----------------------------------------
'各コマンドの最初にプルダウン項目の初期化記号「<FRQ>CLS」の様に「CLS」を書いた文字を入れてください。この記号がない場合は、標準データに追加されま
す。
'周波数は３ケタ以上でメガヘルツにドットを入れてください。「1.9」「7.0」「14.」「14.1」「28.0」
'このファイル「CONFIG.TXT」は皆さんの要望に対応するため適宜変更していきます。
'アップデート内に添付しますのでアップデート時に各自の作成分に上書きされないように注意し念のため別の場所に保管してください。
'アップデートの判断はこのファイルの変更日付で確認し新しいものがあった場合は、ワード等で内容を確認して各自の内容を変更してください。
'次の判定記号の後に続いて記入してください。
'周波数＝<FRQ>、モード＝<Mode>、ＲＳＴ＝<RST>（相手、自局用兼用）、無線機＝<RIG>、入力＝<INP>
'途中のデータは各自が使いやすくするように適宜増減してください。

'「FRQ」データ
<FRQ>CLS
<FRQ>14.074.0 ,FT8
<FRQ>14.076.0 ,JT65
<FRQ>14.080.0 ,FT4
<FRQ>1.8
<FRQ>1.9
<FRQ>3.5
<FRQ>3.7
<FRQ>3.8
<FRQ>7.0
<FRQ>7.1

モード指定周波数例

<FRQ>10.136.0 ,FT8
<FRQ>10.140.0 ,FT4
<FRQ>10.138.0 ,JT65

※ <FRQ>FRQ＋SP+,+ﾓｰﾄﾞ でﾓｰﾄﾞを指定できます。

'「Mode」データ
<Mode>CLS
<Mode>CW
<Mode>SSB
<Mode>RTTY
<Mode>PSK31
<Mode>PSK63
<Mode>PSK125
<Mode>PSK
<Mode>FM
<Mode>SSTV
<Mode>ROS4
<Mode>ROS8
<Mode>ROS16
<Mode>JT65A
<Mode>OLIVIA
<Mode>DV
<Mode>DD

'「RST」データ
<RST>CLS
<RST>599
<RST>589
<RST>579
<RST>569
<RST>559
<RST>549
<RST>539
<RST>59
<RST>58
<RST>57
<RST>56
<RST>55
<RST>54
<RST>53
<RST>44

'「RIG」データ
<RIG>CLS
<RIG>IC-7800
<RIG>TS-990
<RIG>FT-9000
<RIG>FT-5000
<RIG>TS-950

‘ 「Power」データ
<INP>CLS
<INP>2KW
<INP>1KW
<INP>500W
<INP>400W
<INP>300W
<INP>200W
<INP>100W
<INP>50W
<INP>10W
<INP>5W

‘ＣＷラバースタンプ追加文例
'１０個まで文章をメイン画面のラバースタンプ送信欄に追加登録できます。
<CW_TEXT>BK DE JA5BGA
<CW_TEXT>NAME IS SHIN SHIN
<CW_TEXT>QTH IS 3801 3801 IYO CITY IYO CITY IN EHIME
<CW_TEXT>73 CU AGN E E
<CW_TEXT>TU E E
'--------------------全データエンド
<END>

'表示させたくない周波数の設定、環境設定に移動しましたので不要
<NoFRQ>160
<NoFRQ>80
'<NoFRQ>40
'<NoFRQ>30
'<NoFRQ>20
'<NoFRQ>17
'<NoFRQ>15
'<NoFRQ>12
'<NoFRQ>10
'<NoFRQ>06

この項目は環境ファイルへ変更のため
不要に付き削除してください。
チェック時間の無駄となるのみです。

参考にして作成してください。

サンプルはＥＤＸＧホームページ「 KANKEI 」内の「 CONFIG.TXT 」を見てください。
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データファイルのメンテナンス P-21
◎ データファイルの自動メンテナンス

メイン画面起動時に環境設定の日付よりバージョンアップ時に添付されるテキストファイルの日付が新しい場合にはそのテキストの内容で
自動的に補正されます。
★注意★
自動メンテナンスが実施されると全てテキストの内容に書き換えられます。（利用者の方、全員の共有を図ります。）

◎ 自動メンテナンスが実施されない場合
自動メンテナンスの日付を未来の数値に変更すると自動補正は実施されませんので要注意（過去日とするとＢＧＡＬＯＧ起動時にメンテされます。）
この場合は各自でそのデータ全てをメンテナンスする必要が有り、プログラムと不一致のため多くのエラーが発生します。

◎ 全カントリーリストメンテナンス
業務日誌の全データにより自動で全カントリーを修正することが出来ます。

業務日誌の全データにより実施しますので時間がかかります。
ＪＣＣについては「ツール」内に有ります。
ＦＴ８についても同様です。

◎ 表示カントリーのみメンテナンス「ＤＸＣＣ・ＪＣＣ」（すぐに終了）

（注意：登録周波数は、３ケタ以上で「.」ドットが必要です。）
ＱＳＯデータのモードや周波数等を修正した場合等にＱＳＯデータに合わせてカントリーリストを
自動で修正することが出来ます。

作業内容；
１ 「ＤＸＣＣメンテ」をクリックするとこの例ではＤＸＣＣ番号「４１０」により更新データがＬＯＧ欄に抽出されます。
２ その抽出されたデータのモード周波数により「カントリーリスト」、「星取表」が自動修正されます。

※ メンテナンスを行うと自動で正しく登録のコールサイン名が変更になる場合が有ります。
（ＤＸ番号以外のカントリーには影響が無く、右の枠内のみが修正されます。） 21
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ＡＲＲＬのＤＸＣＣリストとの整合方法例 P-22

◎ ＤＸＣＣリストとの整合方法例 （ＢＧＡＬＯＧに登録漏れの例）
次の様にＡＲＲＬリストとＢＧＡＬＯＧのリストが不一致の場合の修正例を表示します。（２４ＭＨＺがＢＧＡＬＯＧで登録されていない。）

１ ＡＲＲＬリスト

２ ＢＧＡＬＯＧリスト

３ ＬＯＴＷへログオン ⇒ アワード ⇒
⇒ ⇒

５ ５Ｚ４ＤＺを検索
登録漏れの場有為は
追加登録

ＱＳＯ処理が誤っている場合は修正
もれの場合は上記を追加登録
この場合は日付等を修正登録
をする

６ ＱＳＬをチェックして「Ｒ」に変更

７ ＤＸＣＣメンテを実施

８ 結果を確認

４ 漏れの対象局を確認 クリックでその内容が表示

22
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ＬＯＴＷデータ処理 P-23

◎ ＬＯＴＷ（ﾃﾞｰﾀ作成処理）（ｺｰﾙｻｲﾝ.ADI例）
１ ＡＲＲＬへ提出するデータ作成

ＬＯＴＷ提出ＤＢ作成 ⇒ 実施をクリック
① 日付指定による作成（はいを選択）
② 抽出済のデータから作成（いいえを選択）

２ ①②を選択した後、各質問に回答しながら進む
①の場合は開始日～終了日を確認しながら進む
②の場合は抽出件数の確認要

３ 発送済の記号：極力「はい」を選択
「はい」を選択で作成した場合に発送済の「L」が記載される

４ 以上で「各ｺｰﾙｻｲﾝ.ADI」が作成されます。
５ このテキストを「tqsl.exe」を起動して送る

② の抽出方法（未提出データを作成）例：メイン画面ワーク欄の「LOTW」欄に半角の
「スペース」を入れて上のボタンをクリックでＬＯＴＷへ未送信のデータが抽出される ⇒

※ 処理に当たっては、ツールチップヘルプを確認しながら実施してください。
ＬＯＴＷ画面等については部分的な画面のみを表示し説明を省略させていただいています。

◎ ＬＯＴＷ（ﾃﾞｰﾀ受領処理）（lotwreport.adi処理例）
１ ダウンロード前の準備

ダウンロードフォルダーに「lotwreport.adi」のデータが無いことを確認
存在する場合は事前に削除を行っておく

２ ＬＯＴＷよりダウンロードを実施する
「lotwreport.adi」がダウンロードフォルダーに取り込まれる
サイトへの接続⇒右の「ＴＱＳＬ画面」or「ＷＷＷ接続⇒ＬＯＴＷ（ログオン）等

３ 「ＬＯＴＷファイル移動処理」ボタンをクリックして「lotwreport.adi」を
ＢＧＡＬＯＧフォルダーへ移動する

４ 「ＬＯＴＷ受領処理」にチェックを入れて「実施」ボタンをクリック
５ 以上で処理が完了：結果はヘルプ画面、MSG.TXT に出力される

ＬＯＴＷ画面等画面とその結果
画面参考

アップロード

２ＱＳＯがアップされました。

Your Activity でｱｯﾌﾟ確認

結果の記号内容説明に注意
エラー等のメッセージがあれば、その内容を確認して処理を行う必要が有
ります。
処理が完了すれば、「Ｒ 日付」が登録される
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ＬＯＴＷデータ処理 P-24

ＬＯＴＷ受領処理（チェック不良（記号欄が「Ｃ」要Ｃｈｅｃｋ）となった場合）

「Ｃ」表示は、日付（時間）、モード、周波数、の一部が不一致でありＢＧＡＬＯＧ内での受領処理が未実施のものです。
この場合すぐ下の行にコメントが表示されています。

これについては次のいずれかの方法で処理を行う必要があります。
いずれの場合もＬＯＴＷのダウンロードに不一致部分を合わせてから次を実施してください。

補正方法
１ モードや周波数等の不一致部分を修正して再度受領処理を実施してください。

この場合、初回は「登録しました」とのメッセージ項目は既にLOTW登録済と表示されます。

２ 登録データ（業務日誌）から「ＤＸＣＣ保守」ボタンにより補正
Ａ 交信データのＬＯＴＷ欄に「Ｒ」を記入
Ｂ 該当局を検索等によりワーク欄のＤＸＣＣ番号をそのカントリーとして表示させる
Ｃ 「ＤＸＣＣ保守」ボタンクリック

３ 手作業の場合
Ａ 業務日誌の「Ｌ（ＬＯＴＷ）」欄に「Ｒ」を書き込みます。
Ｂ カントリーリストの内容がニューとなる場合は、

ニューとなる部分に（ＭＩＸ～バンド別の場合は「Ｒ」、ハンド別・モード別Ｎｅｗの部分にコールサイン）を記入する
（ニューとならない場合は受領マークの「Ｒ」の記入のみでカントリーリストは修正を行う必要はありません）

表示例 （メッセージ欄及び「MSG.TXT」に出力 ）
登録が完了しました。次の内容を確認して下さい。
（DIGITAL(RT *、PS*、RO*、JT*、OL*)は全て表現上「RTTY」として表示しています。）

記号：Ｒ＝処理済、Ｃ＝コールサイン、周波数、モード、時間、不一致、（直接手動で修正が必要です。）

NO 記号 コールサイン LOTW一致日 バンド モード 記号内容説明
1 Ｒ YB71RI/4       2016/08/17 07     21.  SSB     登録しました

省略
11 Ｒ 5H1XX          2016/08/16 07     18.  CW      登録しました
12 Ｒ ON8DM          2008/12/10 22      3.  SSB   既にLOTW登録済
13 Ｒ YB71RI/5       2016/08/13 09     21.  SSB     登録しました

省略
21 Ｒ DU9/RC5A       2015/11/05 05     21.  CW      登録しました
22 Ｃ YB71RI/7       2016/08/16 14     14.  DATA  日付（時間）、モード、周波数、の一部が不一致

----- 上の番号「 22 」に一致するデータがＱＳＯデータ（業務日誌）内に有りませんでした。
 （次の内容をチェックして手動で修正してください。）
日付 ＝ 日付～時間までが不一致（分は無視します）
モード ＝ ＣＷ、ＳＳＢ、ＲＴＴＹ、以外
交信周波数 ＝ 29.M以上、51.M 以上、「.」の無いもの

省略 24
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ＬＯＴＷ、等データ（ＡＤＩＦ）作成処理 P-25

標準のLOTW送信用「ADIF」作成方法
★ ＬＯＴＷへの未発行データを自動抽出

［１：］＝ 未発行データ[ｽﾍﾟｰｽ]まみ抽出方式
未送信＝スペース、未送信＝/、送信済＝Ｌ、
受領済＝Ｒ（例：R 日付）、その他の記号は記入不可

ＬＯＴＷデータ作成（１、２の違い）
いずれも同じデータを作成しますが、１については、
当方の推奨するＬＯＴＷ専用の管理方式です。
１：ＬＯＴＷ等、提出用ＤＢ作成
ＬＯＴＷが未提出の物を自動で抽出して作成した局の
ＬＯＴＷ欄に「Ｌ」を書き込みます。
（ＬＯＴＷがｽﾍﾟｰｽ（未記入）の物のみを抽出し、[R]、

[Ｌ]、［/］の記号の有るものは抽出しません。）
２：ＬＯＴＷ等、提出ＤＢ作成
日付を指定してＬＯＴＷ形式のデータを他の場所に
送付したい場合に使用します。

※ １を途中から使用するための実施方法
未送信としたい場合、ＬＯＴＷ欄を［L、R、/］の文字
で埋める必要があります。

・ 未送信確認ボタンで抽出
そこへ「Ｌ：送信済」または「/：未送信」の記号で
書き換えます。
その後は、１で自動抽出して作成します。

※ １で送付後に再送したい場合
再送したいデータの「Ｌｏｔｗ」欄を「スペース」に変更
すれば次回の１での抽出時に自動で抽出します。 25
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ツールチップヘルプ等
を確認してください。

標準

１：の標準を使用すると日付管理が不要となり、
送信漏れ、重複送信を未然に防げます。
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ＬＯＴＷ作業の流れ（標準） P-19-4

途
中
省
略

JA5BGA
.ADI
作成

コールサイン．ＡＤＩ 内容
<ADIF VER:3>1.0
Program : BGALOG.NET(BGALOG)
http://www.dokidoki.ne.jp/home2/ja5bga/
<EOH>
<CALL:5>B7CRA<QSO_DATE:8>20170627<TIME_ON:4>1304<MODE:2>CW<BAND:3>40m<FREQ:7>7.017.2<eor>
<CALL:7>8J1C70Y<QSO_DATE:8>20170626<TIME_ON:4>2249<MODE:3>SSB<BAND:3>40m<FREQ:7>7.134.0<eor>
<CALL:6>8J8VLP<QSO_DATE:8>20170626<TIME_ON:4>2241<MODE:4>RTTY<BAND:3>40m<FREQ:7>7.040.0<eor>
<CALL:5>B7CRA<QSO_DATE:8>20170626<TIME_ON:4>1124<MODE:3>SSB<BAND:3>20m<FREQ:8>14.260.0<eor>

途
中
省
略

途
中
省
略

結果

途
中
省
略

途
中
省
略

★ アップロード

①データ作成 ②作成データ確認
BGALOG側終了

③LOTW側
 接続 ④ﾃﾞｰﾀUP ⑤UP確認

⑥登録確認で終了

★ ダウンロード

①LOTW側
 接続

途
中
省
略

途
中
省
略

②接続

③日付指定ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

④ lotwreport.adi
作成、LOTW側終了
BGALOGﾌｫﾙﾀﾞｰへ
ｺﾋﾟｰ

途
中
省
略

途
中
省
略

①BGALOG側
途
中
省
略

② RIREKI.TXT 作成
途
中
省
略

③ RIREKI.TXT の内容確認
ｴﾗｰを確認して終了

ﾒｯｾｰｼﾞ欄にも表示されています。

ＢＧＡＬＯＧから
自動で起動
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モード上限設定、ウォンテット登録、システムエラー P-27

◎ Mode上限周波数（ＣＷ、ＰＳＫ、ＲＴＴＹ）
次の様に各周波数毎のモードの周波数を環境に設定することが出来ます。

◎ ウォンテット登録
特定の局を管理したい場合にそのコールサインを記載すればその局がテルネットにアップされた場合に音で知らせるとともにバンドスコープに
「Ｃ・Ｐ」に続き「Ｗ」記号を付けて上位の位置に表示し局別星取表で個別管理が出来ます。

◎ データグリッド（ＤＢＧ）既定のエラーダイアログ
データベースのＤＢグリッドを訂正中等に次のようなエラーが発生することが有ります。
これは、データベースのレコードの最大入力数をオーバーした場合に発生されます。
この場合は、入力した項目の入力文字を少なくする必要が有ります。
（データベースには各項目の最大入力数が定められており一定の余裕を見て設定しています。
ボタン等をクリックで登録や修正を行っている場所についてはプロクラムで最大数以下となる様にしていますが、ＤＢグリットを直接修正する様
な場所では、ＤＢをマスターに登録をする時点で次の様なエラーが表示されます。）

※ プログラム実行上で発生した場合はその画面を含めて状況をレポート願います。
（プログラムで制御可能な場所においては発生をしない様にプログラムを修正いたします。）

27

目次１へ



データの検索（or修正方法）（特殊例参考） P-28

◎ データの検索（or修正方法）（特殊例参考）
・ 右図１の様に不正データ（Ｐ欄「:」、Ｔ・Ｒ欄「0」）をまとめて検索

して修正の方法
Ｐ欄修正（図２）
①検索する文字へ「:」を記入、②検索場所に「P」を選択、③書換場
所選択へ「半角のスペース」を記入、④ＤＢ書換処理実施、⑤件数確
認後「はい」をクリック、
以上で「:」が全て「半角スペース」に変更済（図３）

・ 個別に判断して修正（図４）
先頭に「R」記号が無い場合の特殊検索
ＬＯＴＷ欄等の部分一致としている場所については、「Ｒ」の無い検索
はできません。
この場合も、複合検索画面で検索を行う必要が有ります。（図４）
①検索する文字へ「20」を記入、②検索場所に「LOTWR」を選択
③先頭一致とするためにチェックを入れます。

この後、個別に修正をする必要が有りますが、ＬＯＴＷ欄については、
最大入力数の１５バイトを超えないようにしてください。
最大入力数を超えた場合は、前ページの「データグリッド（ＤＢＧ）
既定のエラーダイアログ」が表示されます。
この参考の画面では、日にち以後の（時分）データを削除する必要が有
ります。
なお、］ＯＴＷ欄は１文字目の「Ｒ」記号のみが重要であり日付は参考
値であり不要

検索時の注意事項

※１ 個々での検索はスペースも文字データとして認識を行います。
（ヌルについては、文字でないために検索そのものが実施不可）

※２ 抽出した内容について、修正を行うとその検索条件と一致しなく
なりますので、修正直後にフイルター画面に非表示となります。
日付（2001/03/18 08:0）を削除した場合の例（図６）

図１

図２

図３

図４

図６

図５

28
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★ アルト（Ａｌｔ）キーの活用－１（メイン画面アクティブ時）
「アルトキー」＋「テンキーの数字等」を押下すると右の画面の表示の有無にかかわらず送信されます。

テンキーの数字等はテキストの左に表示されている記号です。

特殊キーの活用、キーボードのみでのＱＳＯ方法（メイン画面アクティブ時） P-29

★ シフトキーの活用（メイン画面アクティブ時）
機種等には関係なく使用できます。
下記はコールサインがプァッファに取り込まれている場合の例です。
バッファメモリーの内容「E51XGI」が確認できます。

自局コールサイン、相手コールサイン、ＲＳＴ（９はＮに変換）、はワーク欄等から自動で取り込みます。
自由に文章を変更可能です。
登録はシングルクリックで直接書換
手順 ： 読込 ⇒ 直接修正 ⇒ 登録

送信は「アルトキー」＋「テンキーの数字等」または「ダブルクリック」

この組み合わせで簡単にコピー＆ペーストが実施できます。

コピー ＝ コントロールキー活用
ペースト ＝ シフトキーの活用

★ 完全キーボードのみでのＱＳＯ方法（ﾗﾊﾞｰｽﾀﾝﾌﾟ画面表示時）
右の図の様にラバースタンプの状態にしておくとキーボードから直接送信（キーボード押下で文字送信）を実施しながら
前記（「Alt」＋「ﾃﾝｷｰ数字」）送信が可能
（また、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ送信とﾏｳｽｸﾘｯｸでのﾗﾊﾞｰｽﾀﾝﾌﾟ直接送信も可能）

29

★ アルト（Ａｌｔ）キーの活用－２
「アルトキー」＋「業務日誌（ＤＢグリッド）」をクリック押下するとその項目の内容が、
ワーク欄に書き込まれ、クリップボードにも取り込まれます。

★ コントロール（Ｃｔｒｌ）キーの活用
「アルトキー」＋「業務日誌（ＤＢグリッド）」をクリック押下するとその項目の内容が、
ワーク欄に書き込まれ、クリップボードにも取り込まれます。
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リグコントロール設定 P-30

★ リグコントロール設定（環境設定）
・ 機種名：IC、TS、FTで機種名を判定（ＩＣについては、「&h**」の機種別のアドレス要、TS、FTについては、ＡＩコマンド使用が必須条件）

・ リグ側での注意点
ボーレイト：リグにＡＵＴＯ機能が有る場合は、環境設定のボーレイト（例：9600）固定に設定

アイコムはＡＵＴＯが有るので注意（リニア等に合わせた設定となり使用不可となる）
・ ポートの設定：<＊>正しく設定されている必要有り

パソコン（右図）と設定が一致している必要有り
・ 次の画面が出ればＢＧＡＬＯＧとパソコン間は設定終了

・ 動作不良の場合：パソコンとリグ間の設定を確認する必要有り
ＵＳＢから無線機のコムポートへ正しく接続されているかを確認要

パソコン
・ デバイスエラーは発生していないか
ＵＳＢ変換器とリンクが取れているか

接続、
ＰＣ⇔無線機

ＵＳＢ⇔コムポート
変換器
・ ＷＩＮ１０等に対応し
正しくＣＯＭ番号が
取れているか

無線機

・ ボーレイトが正しいか（ＡＵＴＯ設定不可）
（9600等）アイコムの場合は注意

・ アイコム以外は「ＡＩ」設定となっているか

アイコムはＨＥＸ、その他はＡＳＣＩＩでデータの
やり取りをしています。

ＢＧＡＬＯＧ環境設定 （正しい環境設定が出来ているか）
・ ＲＩＧ使用番号が ”0” 以外となっているか、
・ ＲＩＧ_Ｎｏ１～３が次の設定となっているか、記号に注意  ⇒   <>[,,,](-)
<ｺﾑﾎﾟｰﾄ>[ﾎﾞｰﾚｲﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ,ﾋﾞｯﾄ,ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ] (ﾘｸﾞﾒｰｶｰ名 - ﾘｸﾞ名)
例 ： <3> [ 9600,N,8,1](IC-&H6A)  

ﾘｸﾞﾒｰｶｰ名 - ﾘｸﾞ名＝(IC、TS、FT)+(-)+(IC=&H**、以外=990等適宜)

（パソコン ⇔ ＢＧＡＬＯＧがＯＫの場合の表示）

不明な場合は各設定ポイント及び全体画面をＪＡ５ＢＧＡへメールで送付してください。 （または電話を）

“!”ﾏｰｸや”ほかのﾃﾞﾊﾞｲｽ”が表示されて
いる場合は、問題が有ります。

モードのコントロールは「P-52」を確認してください。

30
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検索が出来ない、ヌル補正の必要性 P-31

★ 検索が出来ない（ヌル）

データを登録しているのに検索が出来ない場合が有ります。
原因は、「ヌル」状態となっているために検索出来なくなってい
るためです。

データベースの型は次の様に多くありますが、検索時は変数を用
いて型に合わせた検索を行う必要が有ります。
短整数型、整数型、・・・、文字列型、バイト型、Ｃｈａｒ型、
日付型、オブジェクト型、構造体・・・等

「ヌル（全く文字の無い空白の状態）」は第三のデータベース型
と呼ばれこれらの型とは別のものとなります。

ＢＧＡＬＯＧでの検索は通常は「文字列型」で検索を実施してい
ますが、この型が異なることにより検索できなくなることが原因
です。

右の様な格子状の画面（ＤＢＧ：データベースグリッド）を直接
修正した場合は、プログラムでコントロールを行うことが出来ま
せんので、そのまま記載されてしまいます。
「Ｄｅｌｅｔｅ」キーで削除した場合は、そのまま何もない「ヌ
ル」状態が残ってしまいます。

結果として型が異なるため検索に失敗してしまいます。

対処方法（右のヌル補正を実施してください）
ヌルをなくすには「ヌル状態」を「文字列型」に変換する必要が
有ります。
これには、ヌルを半角のスペースで補正をしなければなりません
が、それを右の様に自動で補正するツールを設けています。
その他、エラー発生時やプログラムでコントロールできる場所で
はその項目をチェックして自動補正をしています。

ＤＢＧ（データベースグリッドの例）

ヌル補正対処方法

31
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交信済のデータ出力 P-32

★ 交信済のデータ出力方法

印刷の流れ
１ メイン画面、または、左にある各種検索で事前に印刷したい

内容を検索しておきます。

２ 右図の様に印刷したい項目にチェックを入れる

３ その項目を何文字まで印刷するかをその項目の最大文字数以
下でテキスト欄に記載します。
例：日付のみで時間が不要な場合は、「16」⇒「10」に変更
印刷しない場所（チェック無）の項目は無視

４ 文字間の区切り記号
「,（ｶﾝﾏ）」「:（ｺﾛﾝ））」「 （ｽﾍﾟｰｽ）」などを指定
未入力の場合は自動でｽﾍﾟｰｽが追加される

５ 出力ファイル名を指定
標準は「 QSOdata.TXT 」

６ 出力開始を押下で実行
出力例（右画面で区切り記号を「カンマと」）
S79RJ         ,2004/10/11 14:39,CW    ,10.107   ,
XR2T          ,2014/10/09 05:37,CW    ,18.0     ,
XR2T          ,2014/10/09 08:32,CW    ,10.1     ,
XR2T          ,2014/10/09 08:34,CW    ,7.0      ,

７ ペーパーに印刷したい場合
出力されたテキストをワードやエクセルに取込印刷

★ エクセルに取り込む場合
文字列の区切りを「,」として、拡張子にチェックを入れて
「.CSV」として出力します。

各オプション設定
文字列の区切りオプション
区切り文字を適宜な記号に指定できます。

日付・時間：分割オプション
日付と時間のあいだを区切って出力できます。

日付・時間：ＪＳＴ変換オプション
日付をＪＳＴに変換して出力します。

周波数：Ｋｈｚ未満削除オプション
「14.123.4」の様にドットが２つある場合には、「14.123」として出力します。

ＭＭＱＳＬ（ＪＡ）抽出オプション
クリックで一般的な項目にチェックが入りますのでその後必要な項目をチェッ
クします。

固定長、非固定長オプション
固定長 ： 指定文字列の項目か少ない場合はスペースを付加します。
非固定長 ： 項目に入力の通り出力します。

（未入力の場合は半角スペースが1文字出力されます。）

拡張子オプション
テキスト（.TXT）、ＣＳＶ（.CSV）のいずれかが自動で付加されます。
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ＤＸＣＣ把握 P-33 2015年分を抽出の場合

★ 月間、年間、検索分、ＤＸＣＣ把握とデータ作成
メイン画面に検索されているデータによりＤＸＣＣリストを基にＤＸＣＣ交信状況を作成できます。
その流れ
１ メイン画面、または、左にある各種検索で事前にカウントしたい内容を検索しておきます。
２ 結果を印刷したい場合は、事前に右図の様に印刷したい項目にチェックを入れておきます。

「ＤＸＣＣリストの結果をメッセージテキストへ出力する」にチェックを入れます。
（自動で印刷されますのでここでは、チェックのみで「出力開始」ボタンは押下しません。）

３ データ数を確認して「「検索済ＤＢ」によるＤＸＣＣカウント開始」をクリック

★ 初期画面にもどします。

★ 検索結果

★ テキスト出力結果
上段＝MIX～バンド別交信状況ＯＮ

＆ 未交信カントリー印刷ＯＦＦ
下段＝ MIX～バンド別交信状況０ＦＦ

＆ 未交信カントリー印刷ＯＮ

ＭＩＸ～バンド別交信状況の
チェックを外すとプリフィッ
クスのみの出力が出来ます。
年間ＤＸＣＣからもコント
ロールできるようにしました。

「Ｔ」の記号
左から、ＭＩＸ、ＣＷ、ＳＳＢ、デジタル、

１．９～５０Ｍｈｚ
（カード受領の有無にかかわりなく全て「Ｔ」）

★注意★
この画面のみで単
独に使用する場合
は、検索分ＤＸＣＣ
のオプションは「全
てＯＦＦ」で使用し
てください。（一部
影響を受け、正しく

出力出来
ない場合
が有りま
す。

読んでください。

33

目次１へ



各種ヘルプ P-３４

★ 各種ヘルプ
ヘルプについては次の様にいろいろなヘルプを使用しています。
次の様に使い分けていきたいと思います。

１ ツールチップヘルプ
カーソルを当てると約１秒後に黄色で表示され数秒間表示します。
その項目に対して主に隠れているデータ内容の表示、簡易項目の説明
プログラムの作成は簡単ですが、文字が小さくて見にくい欠点が有ります。
表示までのタイム、表示しているタイム、が固定されていること
この為、読み切れず、内容が理解できないなどの問題が有ります。
今後徐々に「３のメッセージボックス」に切り替えていきます。

２ メッセージ欄へのブルー表示ヘルプ
保存が不要な分析やデータを含めた情報表示
カーソルが移動すると即メッセージ欄に表示し、文字が大きく
見やすくしています。
一定タイム経過で自動クローズします。

早期に表示を終了 ＝ ブルー画面上を左クリック、OR クリア
ボタン上にマウスが通過

３ 戻る or センターボタンクリック（メッセージボックス）
ツール（ボタン、テキストボックス等）に対する使用方法説明
文字の一部を押下するまで表示し続けますので、ゆっくりと確認
が出来ます。
また、 をクリックで直接次の
マニアル の該当のページを表示
します。

４ マニアル（本書のとおり）
マニアルとしての全体的で詳細な説明
画像を用いて一般的な使用方法や質問事項など総合的に作成して
います。
その画面の全体的な説明や使用方法を含め作成していきます。

このボタンが表示されていれば

直接マニアルの該当のページを表示
（上位の位置に統一して表示）
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良く使用するボタン P-35

よく使用するボタン（コールサイン欄への移動）

Ｅｓｃボタン
データベース、ソートをＲｅｆｒｅｓｈしますが、
コールサインは、削除しないでそのまま残
ります。処理後カーソルはコール欄へ

登録ボタン
登録後、データベースの同期を実施しますが、
コールサインは、削除しないでそのまま残りま
す。処理後カーソルはコール欄へ

上書きボタン
カレントディレクトリーへ上書後、データベースの同
期を実施しますが、コールサインは、削除しないで
そのまま残ります。カーソルはコール欄へ

検索準備１、ボタン
コールサインを削除 して各欄を初期化します。
お勧めです。

コールサインを削除したり不要な記載データを削除
したりする必要が有りません。

登録処理、受領処理、検索などを行った後、に利用
してください。
初期化の方法は下記によります。

Ｆ１、Ｆ２ 動作の違い
検索準備 検索を行うためのワーク欄をリフレッシュします。

=======================
①チェックオフ（Ｆ１） ②チェックオン（Ｆ２）

差異 （Ｆ１） （Ｆ２）
----------------------------------------------
コールサイン 消去 未変更（未処理）
時間 現時間 〃
モード 最終データ 〃
周波数 最終データ 〃
H(M)RST  ５９９等固定 〃
リグ、入力 未記入時最終ﾃﾞｰﾀ 〃
ﾓｰﾄﾞ、周波数＝リグコントロールの場合はリグ優先
※ 登録時の時間については、ｵﾌﾟｼｮﾝの選択が優先します。

（オプションを登録時間の扱いをそのまま設定にする必要があります）

受領ボタン
カードの受領をした場合に使用します。
□＝カード受領（ＱＳＬ－Ｒ欄）処理
レ＝ＬＯＴＷ欄を個別に整理する場合はチェック
を入れる（通常は自動のため使用しません。）

次を処理します。
・ＤＸＣＣカントリーリストをチェック補正
・受領登録日を備考２へ自動書込み
・コールサインを削除して次のカード処理の準備
処理後カーソルはコール欄へ

完全一致検索ボタン
先頭から最後の文字までが完全に一致す
るデータを抽出します。処理後カーソルは
コール欄へ

部分一致ボタン
□＝先頭一致検索
レ＝部分一致検索

コールサインは、削除しないでそのまま残
ります。処理後カーソルはコール欄へ

（完全一致は「/5」なども不一致であれば

検索できません。移動局などを検索する場
合に便利）

ワーク欄消去ボタン
コールサインを含めワーク欄に記載されて
いるもの全てを消去します。

局名複写ボタン
カレントディレクトリーのコールサインのみ
をワーク欄へ取り込みます。処理後カーソ
ルはコール欄へ

記入後のリターンで完全一致
検索実施

（コールサイン欄検索 P-28-2）
（先読み P-36-1～3）

全複写ボタン
カレントディレクトリーのすべてをワーク欄へ取り
込みます。処理後カーソルはコール欄へ

検索前やコールサインなどのリフレッシュは検索準備
「Ｆ１」「Ｆ２」が便利です。

コールサインの入力誤りの場合は、「Ｅｓｃ」でカーソルを
コールサイン欄へ移動
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コールサイン欄での検索 P-36

コールサイン、等を入力・検索

先読み検索チェック「ＯＮ、ＯＦＦ」及び「入力後のリターンキー検索」により異なります。

★ 先読み検索ＯＦＦの場合の検索内容は次の通りです。（ ）内は入力例です。
「コールサインまたは日付入力」＋「Ｅｎｔｅｒ（orマウスでの検索）」

・ 日付（６桁以上：2016/、2016/、）入力で一致する日付までをファジー検索
（2016/0（01～09月まで抽出）、2016/09（月まで一致の局を抽出）、2016/09/05(日付が一致する局を抽出)）

・ コールサインを入力で完全一致を行います。
先読みの関連は「 P-36-1～3 先読みチェックボタン」をご覧になってください。

★ 先読み検索ＯＮの場合の検索内容は次の通りです。 （ ）内は入力例です。
コールサイン ：（下記パーン以外の場合で２文字以上）その都度一致するコールサイン検索

（部分一致、先頭一致のチェックにより抽出が異なります。）
日付検索 ：「４文字の数字」＋「/」 ６文字以上入力した時点でその都度日付検索 （2010/01、2016/06/05）
ＺＯＮＥ ：「２文字の英記号」＋「-」＋「２文字の数字」 ＆ 計５文字 （AS-25）
ＩＯＴＡ ：「２文字の英記号」＋「-」＋「３文字の数字」 ＆ 計６文字 （AS-076）
ＺＡ ：「ＺＡ＋４文字の数字」 & 計６文字 （ZA1562）
道の駅 ：「２文字の数字」＋「－」＋「２文字の数字」 ＆ 計５文字  （01-10）

：最初の1文字が「#」＋「全ての文字」  （#足寄湖）
温泉地 ：「YU-」＋「４文字の数字」 （YU-1431）

：最初の1文字が「$」＋「全ての文字」  （$湿原温泉）
市区町村名 ：「５文字の数字」＋「１文字の英字」  （01002A）

：最初の1文字が「!」＋「全ての文字」  （!阿寒郡鶴居村）
ＪＣＣ番号 ：全て数字で４文字～５文字  (3801)
郵便番号 ：「３文字の数字」＋「-」＋「４文字の数字」 （799-3111）

（KEN_ALL.TXTが必要です。）
※ 漢字にはパターンが有りませんので文字の前に「記号」が必要です。

★ 入力後リターン時の処理
・ 業務日誌欄に過去の交信状況を抽出

結果の赤枠 ： コールサイン入力欄に赤い枠が有る場合は検索結果、未交信の局

・ ＱＲＺ.ＣＯＭ（契約者）、ＨＡＭＱＴＨ（未契約者）へ接続し登録データを取得
ＤＸ番号、マネージャ、名前、住所、等々を取得

・ ＤＸＣＣリストとチェックしカントリーの状況表示
ワーク欄へ必要事項の表示、カントリーリスト（星取表）表示、画像の有無、位置情報、等々
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ＣＱ誌（2016年間ＤＸＣＣ） P-37
特別賞データの作成

「指定年検索」ボタンによりＤＸＣＣリストを基にＤＸＣＣ交信状況
「DXCCdata.TXT」を作成できます。

その流れ
この場合は専用ボタンが有りますので「Ｐ－２６」の作業は行いません。
この説明の順に実施してください。

１ 結果を印刷したい場合は、事前に図の様に印刷したい
項目にチェックを入れておきます。
この場合、ＪＳＴ印刷、日付と時間を分割したい場合
は、事前にチェックを入れてください。

２ 年を指定します。（通常は当該年になっています。）
３ 「指定年検索」ボタンをクリックします。

以上で終了です。

チェックを入れて出力の例  （ファイル名＝「DXCCdata.TXT」）
JA        ,339,8N2KCJ/3       ,2016/01/24,09:24,7.011.6 ,CW     ,
JD1M      ,177,JD1YAA         ,2016/02/04,18:39,14.250.0,SSB    ,
JD1O      ,192,JD1BMH         ,2016/01/01,10:00,28.030.0,CW     ,

チェックを入れないで出力の例
JA        ,339,8N2KCJ/3       ,2016/01/24 00:24,7.011.6 ,CW     ,
JD1M      ,177,JD1YAA         ,2016/02/04 09:39,14.250.0,SSB    ,
JD1O      ,192,JD1BMH         ,2016/01/01 01:00,28.030.0,CW     ,
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ＩＯＴＡ検索 P-38

★ ＩＯＴＡ交信状況の確認方法
「ＩＯＴＡ」ボタンのクリック方法により表示内容が異なります。（５ボタンマウスが使用できない場合は使用できません）

① 左マウス ＝ ＩＯＴＡ画面を表示します。
② マウス通過 ＝ ＤＸＣＣ番号から検索します。例：ＤＸＣＣ番号１６０で検索

星取表内のＤＸＣＣ番号からＩＯＴＡリストのＤＸＣＣ番号を抽出します。
③ 中央ボタン（マウスホイール）クリック ＝ 説明文表示。
④ 戻るボタン ＝ 星取表のプリフィックスに基づきＩＯＴＡリストのカントリー名を部分一致で検索します。

ＢＧＡＬＯＧのカントリーリストと異なるスペルで登録されている場合は抽出されません。
また、ファジー検索のため不要な抽出が有る場合もあります。（参考程度に使用してください。）

①で表示
の画面

クリック等の方法により異なった
検索が実施できます。
内容を理解して使い分けてください

③で表示
の画面

②で表示の画面
ＤＸＣＣをまたがったものは表示されない
（情報量小）

④で表示の画面
ＩＯＴＡ名の事項が（下のA3～TON･･･ Group ）ﾌｧｼﾞｰ検索でA3を
検索のため不要なものも表示されます。
（情報量多）

注：②と④ではDXCC番号とﾌｧｼﾞｰﾌﾟﾘﾌｨｯｸ

ｽ名での検索で検索場所も異なるため一
致しません（IOTA登録のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ）

ＩＯＴＡ検索
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処理スピード改善 P-39
★ 周波数の登録、モード、の登録が不正、等

テルネットのデータがアップされる都度過去のデータをチェックしてその局
との交信状況をチェックしますが、この時、周波数やモードが正しくない場合
は、エラー状況をＥＲＲ．ＴＸＴに記録するための時間をなくす。
対応策
① ＥＲＲ．ＴＸＴの送付と削除

登録件数が極端に多くなりますとその処理に多くの時間がかかるようになり
全体の処理スピードにも影響します。

これは、当方がどのようなエラーが発生しているかを突き止めそのエラーが
発生しない様に対応するためのものですので、このテキストが存在すれば当方
へ送付してその後、削除してください。
その他の対応策
② 不正データの抽出と不正データの補正

（オプション画面 ⇒ メイン画面メンテナンス。）
周波数やモードの不正なものを抽出し、補正します。

③ 不要テキストの削除
不要となった各テキストを削除してください。
定期的に実施すれば肥大化したものも削除できますし、フォルダー内のごみ

も減らすことが出来ます。
また、ＢＧＡＬＯＧ内にはフォルダーは有りませんので不要フォルダーを取

り込んでいる場合は削除することをお勧めします。

④ メッセージテキストの削除
メイン画面、テキスト画面に参考データを表示しますが、画面のテキストの

書き換えは、他の作業に比べて非常に遅いものです。
適宜、システムでも自動で削除していますが、これを手動でクリアボタンを

押して削除してみてください。

⑤ テルネットの取得件数を少なくする。
テルネットから取り込んでいるデータ件数を少なくしてテキストの書込み時

間を短縮します。

★ その他（ＷＩＮＤＯＷＳ）
上記を実施しても遅いと感じる方はシステムのバージョンアップ等をチェック
Ｗｉｎｄｏｗｓのシステムがアップデート中：強制的にアップデートを実施して早く終了させます。
ＨＤＤのレジストクリーナ、などがウエイト中に自動で実施：少しの間待つしかありません。
バックグラントアプリの整理（ＷＩＮＤＯＷＳの設定 ⇒ プライバシー ⇒ バッククランドアプリ）
※ 不要なアプリを停止させます。

39

目次１へ



ＷＩＮシステムタイマー設定 P-40
ヘルプ表示
（ＷＩＮシステムタイマー設定）

システムの設定でタイマーを次の様に設定してください。（ＷＩＮ１０の例）

「時刻の短い形式」が「０５：３１」でなく「５：３１」の様に「０」のつかない形式にしていますと
システム内で日付の取り出しに失敗しますので注意が必要です。
（桁がずれて、正しい計算が出来なくなります。）

操作順序
① ＷＩＮ（スタート）ボタンクリック
② 設定
③ 時刻と言語
④ 日付と時刻
⑤ 日付と時刻の形式変更

正しい設定

（戻る⑤orセンターボタン③でヘルプ）

システムの設定でセンターボタンを右の様に設定してください。

ロジクール等のマウスの一部では、それぞれのボタンを別の機能
に割り当てることが出来ます。
ＢＧＡＬＯＧのヘルプは、「戻る」or「中央」ボタンに設定しています

ので他の機能に充てている場合は、ヘルプが使用できなくなります
ので注意願います。
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ヘルプ、期間指定検索 P-41
マウスの「進む」or「センター」ボタンでヘルプ

前頁 -32 説明により各ボタンやテキストをクリックで
右の様なツールに設定されている機能等が表示されます。
画面終了方法
肌色部分をマウスでクリック

or Ｅｎｔｅｒボタン（Enterボタンはヘルプ画面がアクティブ時）

（期間指定検索）

・ いつから～いつまでの検索を容易にします。
（複合検索ではこれよりも複雑な各種検索が実施できます。）

簡単に日付を設定できるようにしています。
（上のメッセージ欄を確認してください。）

・ ここで設定した内容をワーク欄の日付
の位置に取り込むことが出来ます。

メイン画面、テルネット画面等で有効
各ボタン、ＤＢＧ、テキストボタン、等
（一部、文字のメッセージの多い画面では、設定を行っていません。）

画面終了時の位置を環境に書き込んでいますので次回も同じ位置に表示されます。
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フォントの設定 P-42
（タカオフォントについて）

タカオフォントは、「（０、0）ゼロ」と「（Ｏ、O）オー」の間違いをなくすことが出来ます。
ＢＧＡＬＯＧはコールサイン等を表示する場所にはタカオフォントを用いた画面を設定しています。
正しくインストールされていない場合は、ＭＳゴシック等のＷｉｎｄｏｗｓ標準のフォントが使用されます。

インストール方法

１ https://launchpad.net/takao-fontsより右のボタンをクリックしてダウンロードします。

２ ダウンロードした「takao-fonts-ttf-003.02.01.zip」を解凍して「takao-fonts-ttf-003.02.01」の中の
「①TakaoGothic.ttf」をダブルクリックします。
（ＶＵＰの「KANKEI」フォルダー内にも添付されています。）
その表示されたフォントを見てゼロにスラッシュが付いているか確認をしておいてください。

３ フォント名の上の「②インストール」をクリックします。
以上でインストールは完了です。

４ 正しくインストールされていれば、ＢＧＡＬＯＧから自動でタカオゴシックが使用されます。

ＥＤＸＧホームページ
からもダウンロードが出来ます。

BGA_LOG ＱＳＬマネージャ
2014/03/30 8:50 4288094 TAKAO.zip
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マウスについて（各ツール機能説明の表示方法） P-41

マウスには極力多機能のものを使用願います。
当方ではそれぞれの機能を次により割り当てています。

当方のマウスを基に機能を記載しておきます

BGALOGでの特殊機能動作
１ ひだりボタン

各コマンドの実行
メイン画面での特殊組み合わせ

・ ＣＴＲＬ＋左ボタン（テキスト＆ｄｂ欄）
コピー

・ ＣＴＲＬ＋右ボタン（テキスト＆ｄｂ欄）
貼り付け

・ ＡＬＴ＋テンキーの数字（参考）
ＣＷ送信

３ 中央ボタン
・ 下にクリック★重要★

そのツールに設定されている機能の説明表示
（その他、上下スクロール、左右スクロール機能が有ります。）

４ 進むボタン
ヘルプ画面、画像等表示
３の中央ボタンクリッククリックで設定されて
いる場所を確認してください。

メイン画面次の各テキストボックス欄
ＩＯＴＡ欄
徐々に機能追加をしていきます。

機能説明を表示させるには、「進むボタン」 を上から下にクリック or 「スクロールボタン」
でクリックをします。
中央ボタンには、上下、左右、前後スクロールが設定されています。

←拡大図

43

目次１へ



先読み P-44 （Ｐ-45～46を参照）
（先読みチェックボタン）

コールサイン1文字入力の都度該当局を抽出します。
（設定状況は環境設定に登録されます。）

次の部分一致のチェックが「レ＝ＯＮ（部分一致）」、「□＝ＯＦＦ（先頭一致）」により抽出内容検索が異なります。

「▼（降順）、▲（昇順）」クリックで検索結果のソート「昇順・降順」（ドグルスイッチ）が実施されます。
コールサイン以外のすべての項目でソートできます。（上記例は日付でソートしたものです。） 44



先読み P-45 （P-46 次ページについても同様に実施可能です。）

（業務日誌欄の行間移動、先読み時の便利な検索方法） 【 「Ｆ１２」 キーの活用 】

★ 「Ｓｈｉｆｔ」＋「Ｆ１２」
１つ前の行へカレントキーを移動させます。

★ 「Ｃｔｒｌ」＋「Ｆ１２」
１つ次の行へカレントキーを移動させます。

★ 「Ｆ１２」（単独で他のキーとの組み合わせなし）
カレント行のコールサインをコールサイン欄に取り
込み完全一致検索を実施します。

使用方法例
先読み中にＶＫ９Ａまで検索した場合のＶＫ９ＡＮの取り込み方法
※ 該当局をマウスのダブルクリックで取り込み検索を行う方法もありますが、ここでは「Ｆ１２」キーの使用方法を参考で記載します。

① 「ＶＫ９Ａ」までコールサイン入力で該当の局が現れたとします。
※ そのままＮを続けても同様で、この場合（該当局がカレントキーとなっている場合）は次に③を実施します。

② 「Ｃｔｒｌ」＋「Ｆ１２」を３回押す
※ カレント行が下に移動しＶＫ９ＡＮの局にカレント行が移動します。

③ 「Ｆ１２」を押す
※ 「ＶＫ９ＡＮ」のコールサインが取り込まれてその局が抽出されます。

⇒ ⇒

① 「ＶＫ９Ａ」 入力 ② 「Ｃｔｒｌ」＋「Ｆ１２」を３回押す ③ 「Ｆ１２」を押す

キーボードのみでの先読み中からの抜け出し
先読みがヒットしている間は続き先読み（黄色）の状態ですが、ヒットしなくなると
中止して検索モード（緑or空色）になります。
強制的に中止するには「スペース」を最後に入力します。
（検索時には自動でスペースは削除されますので検索に影響は在りません）
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先読み P-46

先読み時の局の選択（「↑、↓」キーの活用）
キーボードの「ＵＰ・ＤＵＮ」ボタンで表示局を選択できるようにしました。
選択後に「エンターキー」を押すとそのコールサインを読込み検索を実施します。
（検索モード（黄色）ではリターンキーでカレントキーレコード行を読込ます。（検索モードを抜けるには最後にスペースを入れる））

１ 「ＴＡ」入力後に「↓」下矢印キーを４回押した状態（カーソルキーで局を選択できます。）

２ エンターキーを押した状態（黄色の状態でエンターキーを押すとそのコールサインを取得して検索を実施します。）

★ キーボードのみでの先読み中からの抜け出し（先読み該当局が無ければ検索モードへ移行）
先読みがヒットしている間は「黄色」の状態ですが、ヒットしなくなると先読みを中止して検索モードになります。
強制的に中止するには「スペース」を最後に入力します。（検索時には自動でスペースは削除されますので検索に影響は在りません）
上記１で「ＴＡ１Ａ」の局を検索する場合、「ＴＡ１ＡＬ」を抽出してしまいます。（この場合は「ＴＡ１Ａ」＋「スペース」としてください。）

★ 重要テクニック ★
スペース挿入
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ファイル内容確認 P-47
（*.TXT、*.ADI の修正方法））

①各テキスト等の修正方法
① 「取込ファイル選択・取込」をクリック
② 取り込みたいファイルを選択して「ダブルクリック」

または、「シングルクリック」＋「開く」ボタン
③ ファイル名が取り込まれてそのテキストが表示される

内容の確認・修正を行う
④ 書換登録で元のファイルに書込み

ファイル名を変更すれば新規ファイルとして登録可能
⑤ 確認のみの場合はそのままでＯＫです。

※ ファイルはオープンしてテキストに取込後ただちに
クローズしていますので書込みまでは元のファイルに
は影響が有りません。

※ 修正方法は「 P-16 ◎ ＣＯＮＦＩＧ．ＴＸＴの修正」
を参考にしてください。

②

③

④

フォントは初期表示「１４ポ
イント、ゴシック」で表示し
ますが、「font変更」での
変更が可能です。
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業務日誌修正 P-48
業務日誌（ＤＢグリッド）欄の修正

色の違いにより修正、非修正が異なります。

修正モード（マウスクリック時） 非修正モード（マウスがＤＢＧから離れた場合）
修正可能 （黄色＋空色）  修正不可（黄色＋オレンジ色）

※ これは不用意に項目の内容を修正・削除しないために設定しています。

修正を行うには、マウスでその項目を選択した後は、ＤＢＧ（データグリッド）内から移動し
ない様にしてください。

項目内の位置を修正（挿入・削除）する場合
項目選択後に再度その位置をクリックしますとリバース状態（項目全体書換モード）から次の

様にリバースが外れてその位置にカーソルが表示されます。

リバース無しの挿入モード ⇒
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質問の多い内容 P-49
★ システム全体のバージョンアップ方法等

データについては終了時等に日付別等のバックアップを取っています。
このため、すべてのデータが飛んでしまうことはないと思います。
しかし、プログラムと環境設定のバージョンが異なるとエラーが発生します。
極端な場合はハングアップしてしまいます。
そのような場合に対応するためフォルダーごとのバックアップを実施してください。

★ システム全体のバックアップ
① バージョンアップ案内のメッセージ ⇒ はい
② コピー確認 ⇒ はい
③ ＢＧＡ＿ＪＩＰにより バージョンアップ

★ 環境設定に失敗した場合等、動作不全時の対応
Ａ ＢＧＡＬＯＧフォルダーをＵＳＢ等の異なるメディアに「移動」
Ｂ 退避している「BGALOG_BK」を「BGALOG」に変更で元に戻ります。
Ｃ この時アップデートを行わないで継続使用してください。
Ｄ 状況をＪＡ５ＢＧＡまでレポートしてください。

★ 単独での全バックアップの方法
全バックアップにより実施

★ 環境設定の手動バージョンアップ
右により実施してください。
通常は自動で実施されますが、必要に基づき
実施してください。

★ 音声発生中の作業について
別のタスクで実施してます。音声が連続している場合、音声のタスクでの待ち行列に入っているだけで気にしないで
次の作業を実施してください。（単に音声のみが待ち行列となっているのみです。）

①

②

③
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質問の多い内容 P-50

★ 各バックアップの特徴
現在バックアップには「①全バックアップ」、「②日付別バックアップ」、
「③通常バックアップ」、「④別フォルダーバックアップ」があります。
その内容をここに整理しておきます。

① 全バックアップ
「BGALOG」を「BGALOG_BK」に名前を変更してフォルダーそのものをバック
アップします。

※ アップデートを失敗した場合に「BGALOG_BK」を「BGALOG」とリネームすることによりそのまま使用できます。

② 日付別バックアップ
「BGALOG.ACCDB」をプログラム終了後に「BGALOGbackup」フォルダー内に日付をつけてバックアップします。

※ データファイルが壊れた場合や誤って作業をした場合にその時点までさかのぼりますがデータの復旧が可能です。

③ 通常バックアップ
「BGALOG.ACCDB」をプログラム終了後に「BGALOGbackup」フォルダー内にバックアップします。

※ 絶えずオーバーライトして保存され、ファイルが壊れた場合や誤って作業をした場合にデータの復旧が可能です。

④ 別フォルダーバックアップ
「BGALOG.ACCDB」を環境に指定の別のＵＳＢ等のドライブへバックアップします。

※ 絶えずオーバーライトして保存され、ファイルが壊れた場合や誤って作業をした場合にデータの復旧が可能です。

★ 補足説明
②③については終了時に登録方法（保存・非保存）を選択して実施されます。
ミスをした場合には「保存しない」を選択してください。

※ 特に①③については、絶えずオーバーライトしますので作業ミスに対しては保存を行うとミス分を上書きされ保存の意味がなくなります。
※ ②については、翌月の初回ＢＧＡＬＯＧ起動時に一定件数以上の古い保存を自動的に削除します。
※ プログラム内で検索して自動書き換えなどを実施する場合は、①、④などで実施前のデータを保存しておくことをお勧めします。
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質問の多い内容 P-51
★ メイン画面でのカラー

★ ボタンのバックカラー
ピンク ：ボタン上のマウス位置
オレンジ：業務日誌内各項目検索：非選択状態
その他 ：各ボタンを区別し、説明を容易にするための色
※ 極力類似のものとし、重要度に合わせた色にしています。

★ テキストボックスのバックカラー
ライトイエロー ：交信済みのコールサイン先読み中：ワーク欄、星取表、プリフィックス等は未検索の状態です。
水色 ：テキスト選択書き込み中等作業中の状態：ワーク欄、星取表、プリフィックス等は不完全な場合があります。
グリーン：テキストボックスの上記以外の状態：登録はこの色の状態で登録してください。
その他 ：テキストを目立たせて区別し、説明を容易にするための色：極力類似の色としています。
※ アップデートを失敗した場合に「BGALOG_BK」を「BGALOG」とリネームすることによりそのまま使用できます。

★ データベースグリッド（ＤＢＧ）のバックカラー
黄色＆オレンジ：通常の状態で誤記入を防ぐための込み禁止状態
黄色＆水色 ：ＤＢＧクリックした場合の書き込み修正モードです。（直接編集モード）
水色反転 ：「 」カレント行、カレント位置
※ 直接編集モードでの削除は半角のスペースを入れてください。削除するとヌル状態でその後の検索に失敗します。

データベース連動表示部分
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使用ファイル P-52
★ ＢＧＡＬＯＧでの使用ファイル

ＥＸＥファイル（プログラムファイル）  
BGALOG.exe ＢＧＡＬＯＧのプログラムファイル
BGAZIP.exe ＢＧＡＬＯＧバージョンアップ用ファイル
BGAZIP_UP.exe バージョンアップ用ファイルのアップデート用ファイル

フォルダー（バックアップ用）
C:¥BGALOG¥backup（BGALOG.ACCDBの保存先、その他 毎回自動で保存される場所）
C:¥BGALOGbackup（終了時に日付選択時の保存先）
C:¥BGALOG_BK （全バックアップの保存先）

ＡＣＣＤＢ（アクセスデータベース形式ファイル）
BGALOG.ACCDB（メインのデータベースで最重要ファイル、＊９）
業務日誌、ｶﾝﾄﾘｰﾘｽﾄ、JCCﾘｽﾄ、IOTAﾘｽﾄ、ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ、環境ﾌｧｲﾙ・・等９本の集合ﾌｧｲﾙ
で構成

ＴＸＴ（作業用：BGALOGフォルダー内）
ｺｰﾙｻｲﾝ.TXT（各種ﾚﾎﾟｰﾄ報告用ﾌｧｲﾙ、＊０）
20**DXCC.TXT（年間ＤＸＣＣ管理ﾌｧｲﾙ、等概念＊１ ９、前年度分は、＊０）
BGADXCCLIST.TXT（ＤＸＣＣﾌｧｲﾙ修正用、＊２ ）
BGAGAKUSYU.TXT （学習ﾌｧｲﾙ修正用、＊２）
BGAMANAGER.TXT （ﾏﾈｰｼﾞｬﾌｧｲﾙ修正用、＊２ ）
CONFIG.TXT （環境設定用プルダウンメニュー等設定、＊９）
CW.TXT （ＣＷラバースタンプ設定用、＊７）
DXCCdata.TXT （ＤＸＣＣレポートとして作成したファイル、＊０）
HENKAN.TXT （ＧＭＴ、ＪＳＴ変換時に確認用として作成したﾌｧｲﾙ、＊０）
iotaBGA.TXT （ＩＯＴＡﾌｧｲﾙ修正用、＊２ ）
KANKYOU.TXT （環境ﾌｧｲﾙ修正用、＊８）
KEN_ALL.TXT （郵便番号変換ﾌｧｲﾙ、＊９）
KEYPAD.TXT （ＩＣＯＭリグキーパット変更用ﾌｧｲﾙ、＊６ ９）
MSG.TXT （ﾒｯｾｰｼﾞﾌｧｲﾙ確認用、＊０）
QSLFORM*.TXT （ＱＳＬカード作成用ﾌｫｰﾏｯﾄﾌｧｲﾙ、＊６ ９ ）
Recall.TXT （検索履歴保存ファイル、＊０）
RIREKI.TXT （業務日誌修正履歴ファイル、※０）
RSYUCHI.TXT （JCC関係市町村、温泉地等、確認用に必要なファイル、＊９）
WASAHF.TXT （WASAHF管理用ﾌｧｲﾙ、＊３）
登録分DT_Backup.TXT （データ追加経歴ﾌｧｲﾙ、＊４）

ファイルの後の記号「＊ 数値」の意味
＊０：一時ファイル

使用確認後は不要なファイル
＊１：自動作成されます
＊２：メンテナンス用一時ファイル

バージョンアップ時に配布
＊３：管理をしている方のみ必要なファイル
＊４：業務日誌に登録時に自動作成＆追加されますが

正常に終了後は不要なファイル
＊６：使用する方のみ必要なファイル

自分で作成したもの以外は不要
＊７：使用する方のみ必要なファイル

使用しない場合でも残しておいてほしいファイル
＊８：使用確認後は不要であるが、メンテナンス管理

上必要なファイル。バージョンアップ時に配布
＊９：作業用で必ず必要なファイル
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ＡＤＩ（作業用：BGALOGフォルダー内）
ｺｰﾙｻｲﾝ.ADI （ＱＲＺ．ＣＯＭ等への転送用ファイル、＊０）
BGALOG.ADI （ユーティリティでの出力ファイルでメインオプション

 で取り込みます。＊０）
lotwreport.adi （ＬＯＴＷからの取込ファイル、＊０）

※ 基本的にＡＤＩファイルは処理終了後不要なファイルです。
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複合検索 P-53
★ メイン画面での複合検索

ＡＮＤ検索の例
条件例：「２１」メガの「ＣＷ」で「ＺＬ７」を検索
１ 絞込にチェックを入れる
２ 周波数に「２１．」を入れ「モード検索」をクリック
３ モードに「ＣＷ」を入れ「周波数検索」をクリック
４ プリフィックスに「ＺＬ７」を入れ「Prefix」をクリック
５ 絞込のチェックを外す

ＯＲ検索の例
条件例：消滅した「ＫＲ６」及び「ＰＪ２」を検索
１ 絞込にチェックを入る
２ ＤＸＣＣ番号に「１９３」を入れ「ＤＸｎ」をクリック
３ ＤＸＣＣ番号に「０８５」を入れ「ＤＸｎ」をクリック
５ 絞込のチェックを外す
（通常このような検索はしないと思いますが、参考例です。
このように同じ場所に異なるデータを入れて検索すること
もできます。）

⇐ 期間を含み設定できます。（終了ボタン押下で条件に取込）
条件はいつから（以上） ～ いつまで（以下）

★ 検索の条件数に制限は在りません。
より複雑な検索は複合検索にて直接コマンドを記入して実施してください。

★ ここでの検索は複合条件のテキストに書き込みますのでＡＮＤ、ＯＲ、ＮＯＴ、
 等を含めた複雑なコマンドに変更して活用してください。
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データベースの修復方法 P-54

この例は１１月１日までの業務日誌は正しいく、１１月２日以降のデータが問題であった場合
復帰方法を記載します。 ［全てＵＳＢ等にバックアップを取っておいてください。］

１ ユーティリティで11月2日以降のデータをＡＤＩＦに取り込み
・ 開始画面 ⇒ ユーティリティ ⇒ 「初期化・インポート・エクスポート」

いつからに「2016/11/02」、いつまでに「9***/」を記入 ⇒ ボタンをクリック
以上で「 BGALOG.ADI 」が作成されるので確認をしておく

２ 正しい１１月１日のデータをＢＧＡＬＯＧフォルダーに上書きする

３ メインやオプション画面の外部ソフトからの取込を実施
・ メイン画面 ⇒ 外部ソフトからのインポート ⇒ ファイル選択

⇒ 「C:¥BGALOG¥BGALOG.ADI」を選択
⇒ テキストのＢＧＡＬＯＧをクリック
⇒ 「はい」をクリックで取込が終了

４ 取り込んだ内容を確認
ＬＯＴＷ処理、ＱＳＬ発送、などデータ
を確認して修正が必要な場合は補正して
ください。

参考
ファイル確認でＡＤＩＦの中身を確認ができます。

日付はBGALOG
への記載と同じ
2016/11/09 
06:48 形式
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質問の多い内容 P-55
★ テキストファイルの内容を確認したい

１ 取込ファイル選択・取込をクリック
表示したいファイル名をクリックします。
初期は「ＴＸＴ」となっていますのでその他のファイルは、ファイル名をクリック
してファイルの種類を変更してください。

２ 開くボタンでデータを表示します。

★ 専用ボタン

よく使用すると思われるものについては、専用ボタンを設けています。

★ 元のファイルを修正して書き込む

３ テキストボックスの内容変更
適宜変更します。

４ 書換登録ボタンで上書きします。

５ 別名で登録

ファイル名を適宜変更して書換登録ボタンをクリックします。
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カントリーリスト P-56
★ カントリーリストの印刷

カントリーリストの印刷には２つの方法があります。

★ マスターカントリーリストの印刷
１ 「⑤ ＤＸＣＣ管理」
２ カントリーリスト印刷

★ 検索結果カントリーリストの印刷
１ 「ＤＸＣＣグラフ分析」
２ 「ＤＸＣＣ・ＱＳＯ カウント」
３ 「ＤＸＣＣリスト印刷」にチェックを入れるボタンをクリック

以下出力サンプル
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自動エラーメッセージ P-57

★ 自動エラーメッセージ送信設定方法
これを設定するには、環境設定の（00010090 email）にメールアドレス、を設定する必要があります。

★ 設定場所
次に自局のメールアドレス、を設定するのみで完了です。

★ 設定した内容の確認

★ どのようなときに送信されるか、
・ エラーが発生した場合にその内容を自動で送信します。

今後の安定性の向上に向けてそのエラーを修復していきます。
ユーザーの方のデータが壊れた場合などにも早期発見ができます。

・ 学習登録を行うと自動で送信します。
バージョンアップ時に全員が正しいプリフィックスを共有できます。

・ 今後有効な内容があれば拡大していきます。

完了確認「TEST Mail」 クリック
で「送信しました」の音声が入れは完了です。
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消滅カントリー P-58

消滅カントリーの扱い

消滅カントリーの交信データの自動登録は残念ながら作成していません。（次を例に個々に登録してください。）
判定を行うには消滅月日、学習機能によりチェックして消滅への登録を行う必要がありますが、全ての消滅月日が不明である

こととこの機能を取り込むとすべての検索時に消滅チェックを行うこととなり検索時の負担が大きくなることから、作成をして
いません。
ただし、一部のデータについては、学習機能の中にデータを登録しています。

カントリーの登録
上図の様にプリフィックスに半角の「･」をつけて管理しています。

局名の管理
下図の様にプリフィックスには半角の「･」をつけて管理し、ＤＸＣＣ番号に消滅の番号をつけて管理していますが、コール

サインについては、その状態で管理します。
（件数等の管理については、このプリフィックスやＤＸＣＣ番号により分類しています。）

58

ＤＸＣＣリストについては、消滅、追加時に「 BGADXCCLIST.TXT 」により
自動補正されます。

ここへ消滅のＤＸＣＣ番号を入力してリターンキーで消滅カントリーが表示されます。
ＤＸＣＣ番号とプリフィックスは連動しています。
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交信済データからカントリーリストを整備 P-59

交信済データからカントリーリストを整備する。
業務日誌に登録しているＤＸＣＣ番号をもとにＤＸＣＣリストを整備します。
作業は業務日誌が正しく整備されていることを前提に行います。

１ 編集したいカントリーを選択
いずれかりボタン（プルダウン、カントリー左右ボタン、等々で選択します。

２ ＤＸＣ保守（ＤＸＣＣ保守）ボタンをクリック
・ １カントリーの未保守：クリックで実施確認があります。
・ 連続保守：右のチェックボタンにチェックを入れます。

※ 消滅カントリーも作業できます。

連続保守
チェックＯＮ

自動記入

直接記入クリック
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全リスト一括保守

当該カントリーのみ保守
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交信済データからカントリーリストを一括自動整備 P-60

交信済データからカントリーリストを一括自動整備する。
業務日誌に登録しているＤＸＣＣ番号をもとにＤＸＣＣリストを整備します。
作業は業務日誌が正しく整備されていることを前提に行います。

★ 最初にバックアップが実施されます。
開始を実施すると終了まで止めることができませんので念のためバックアップが実施されます。
作業内容はメイン画面の 「ＤＸｃｃ保守（P-49-1）」を全リストを自動化したものです。

※ 消滅カントリーを含めてすべて実施されます。
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全リスト一括保守（同一です）
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アクセスによるデータベースによる修復とコンパクト化 P-61

１ 「BGALOG.ACCDB」をダブルクリックします 実施前

２ 「セキュリティの警告」
これが出ましたらコンテンツの有効化を
クリックします。

 実施後
３ ファイルをクリック

４ データベースの最適化／修復をクリック

５ すべて終了させる

６ 結果確認
１１．１ＭＢ ⇒ ９．１９ＭＢ

にコンパクト化されました。

※ ここでの作業は削除したデータの残骸や
一時ファイルが削除され、ヘッダー等の
データベースが修復されますが、破壊
されたファイルの修復は行いません。

データベースのバックアップ等を各自でＵＳＢ等へ
こまめに作成保管する必要があります。
プログラム終了時の日付別保存を行うことで最小限の
復帰は実施できます。

アクセスそのものはＢＧＡＬＯＧには不要です。（ＡＣＣＤＢエンジンが代用します。）
アクセスのデータベースと同じＤＢ形式をしているのみですので、お持ちの場合にのみ実施してください。
ただし、２０１７以降のものが必要です。
お持ちでない場合は当方へお送りください。
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時間、期間、関連検索 P-62

クリックで現在時間に更新
□＝登録時に現時間で登録
レ＝そのままの時間で登録
注意：
・ＦＴ８等のコールサイン取込時には取込時の
時間で取込
・全複写ボタンをクリックするとＯＮに設定
・上書きボタンではＯＮとしそのまま取込

年～分
直接書換又はプルダウンメニュー
から選択して登録

検索対象
左から「年、月、日」
を検索対象に指定

日付検索
「検索対象」に一致した日付を検索
年月を抽出＝「年月」にチェック
その日を抽出＝全てチェック

適宜な日付範囲指定検索
「いつから」「いつまで」にチェックして検索
開始で検索します。
各項目数値は「↑↓←→」キーで移動変更
出来ます。

適宜ワーク欄の各項目に書き込み
「いつから」「いつまで」にチェックして検索
開始で検索します。

その他の時間処理

複合検索
期間と条件を複合的に
加えて検索できます。

絞込検索活用検索
これを込み合わせて各種の項目が検索できます。62
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モード、周波数使用時の注意事項 P-63
（及び、モード、周波数欄の活用）

テキストボックスのモードにより検索

モードを選択

リグをコントロールしていれば自
動的にリグのコントロールも変更
になります。

ＪＴ６５Ａを選択またはＪＴ６５の周
波数を入力すると
次の様にデータモー
ドが設定され、リグが
USB-D1となります。
（アイコムのみ）

これらの設定は環
境設定の状態に
より異なります。
他の機種の場合
はコマンド等を通
知いただければ
検討します。

周波数により検索
バンドを検索する場合は下のテキスト欄へ「３．５（3.5Mhzのみ）」、「３． （3.メガMhz
全て検索）」、「５ （50メガMhz全て検索） 」の・・・様に入力
各検索は前方一致となります。

リグコントロールの状態（□＝通常の状態・レ＝訂正モード）
訂正モードの場合はリグをコントロールせず、リグからの情報を
キャンセルします。

周波数の入力（入力中の色、入力後の色）
周波数のメガHzを入力するまでこのテキスト欄か
らは抜け出すことができません。
正しい入力＝１４．１２３．４
最低限入力＝１４．（ドット必須）

ホーク欄の各テキスト欄の色はフォーカスのある
場所は水色、その他は緑色としています。

リグがコントロールされる場合の条件
テキスト欄に正しい周波数が入力された場合にのみテキスト
ボックスから抜け出す瞬間（水色⇒緑色）にリグをコント
ロールします。
正しくない状態で抜け出すと訂正モードから通常モードに変
更されますので、結果としてリグの周波数に戻ります。
リグコントロールを行っていない場合は、最低入力を満たし
ていれば入力どおりとなります。

ＦＴ８等を運用する場合
「CONFIG.TXT」に左の周波数を追加すればリ
グのモード変更などが容易になります。

「CONFIG.TXT」の修正登録方法は、
「P-20」 CONFIG.TXTの修正を参照

環境は次を参照
02030110   rigModeRoff
02030130   rigModeRTTY
02030150   rigModePSK
02030170   rigModeSSTV
02030190   rigModeROS
02030210   rigModeJT65A
02030230   rigModeOLIVIA
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ＦＴ８、４ P-66
ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴからのデータリンク等（交信データの取込）

次の別マニアルをご覧になってください（FT8-JT65.pdf）
「ＦＴ画面」「ＦｔＯＰｔ（ＦＴオプション）」内からマニアルをクリック

64
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ＦＴ８、ＦＴ４ P-67

テルネット画面のＦＴ画面から
ＦＴマニアルをご覧になってく
ださい。
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66

複合検索 P-68
複合検索（ツール利用検索）

条件(検索する文字)
検索したい文字列を記入します。

完全一致等
□ 完全一致検索
レ 前方一致検索
（部分一致検索とする場合は検索後、②の
検索する文字の前に「*」を記入して検索
実施を行います。例 LIKE ‘*BGA*’）

検索場所
プルダウンから選択します。

条件
プルダウンから選択します。
Like演算子：任意の一文字と一致する場合
に使用します。
「?*」を使用する場合に使用

検索場所
前後の条件文のつなぎを設定します。
プルダウンから「AND、OR」選択します。

コマンド直接記入検索は次ページ「P-54-2」

次も①に同じ結果が得られます。
③

②

①
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67

複合検索 P-69
（コマンド直接記入検索）

ここへコマンドを記入することでどのような複雑な検索でも実施で
きます。

検索前の準備
直接記入するには記入ミスも多く複雑になりますので事前に類似し

た内容の検索を実施しておきます。

例：2017年の1月から5月22日までの間のＱＳＯにおいてＬＯＴＷと
カードを受領した局を検索する場合の例
１ 日付検索で① 事前準備の様に事前に検索を行います。

※ ＬＯＴＷは「 R 20170501 」の様に日付が付与されてい
ますので末尾に「*」を入れるにチェックをしておきます。

２ 「 DateTime >= ‘2017/01/01’ And DateTime <=
‘2017/05/22’ And  LoTW_R LIKE ‘R*’ 」がテキスト欄に
記入されます。② 事前準備結果

３
部分を次に置き換えます。

※ ＡＮＤ、ＯＲを相互に使用する場合は次の様に「()カッ
コ」でくくることに注意してください。

かっこの例
(*****文***** OR *****文*****) AND (*****文*****
OR *****文***** OR *****文*****)
かっこはかっこの中にカッコでくくることもＯＫです。

① 事前準備
ページ内の適宜なツー
ルやボタンで事前に検索
を実施すると、コマンド記
入欄のテキストボックス
にコマンドが記載されま
す。

② 事前準備結果

④ 結果はメイン画面で確認

③ コマンド書き換え ⇒ 検索実施
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業務日誌修正 P-70
業務日誌欄修正履歴
業務日誌を修正した場合に直前のデータが何てあったかを把握して、不慮

の修正を行ってしまったときに元に戻すことが出来る様に履歴を残すように
しました。
履歴は「メッセージ欄（オプション）」、
「C:¥BGALOG¥RIREKI.TXT（必須）」の双方に残せます。

登録のタイミング
別の行へカーソルが移動した時点に記録を行います。

メッセージ欄オプション
「Ｃrpt」にチェックがあるとここへは表示しません。

業務日誌修正履歴欄での確認
この場所で履歴が確認できます。
 「C:¥BGALOG¥RIREKI.TXT」は常時記録されます。

項目内文字置換
項目内全置換
★ 済項目全文字書換（事前抽出が必要）
１ 置き換える場所をを選択
２ 置き換前文字を記入
３ ピンクの「抽出ＤＢ書換」クリックで終了
検索済のデータベースの項目を全て指定内容で書き換

一致文字（文字列）のみ修正）
★ 文字（文字列）のみ置換（事前抽出不要）
１ 置き換える場所をを選択
２ 置換後の文字を記入
３ 置換前の文字を記入
４ ピンクの「書換文字」に変換をクリックで終了

全データベースの指定項目内の文字（文字列）を指定文字に書換

修正例

★ ミスをすると修正できませんので、念のため
バックアップを取ってください。
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ＥＱＳＬ P-71
ｅＱＳＬ．ＣＣとの連携

画像表示

69

ＢＧＡＬＯＧ側の処理
コールサインをコピーしてＢＧＡＬＯＧに貼り付け
検索実施

一致処理を行った後チェック
を入れて登録で終了

新規の未処理データ（２件）を処理します。

一括処理

ＢＧＡＬＯＧ側は処理できますが、ＥｑＳＬ．ＣＣ側
の処理は行うことが出来ません。

また、受信トレイにあるものはダウンロードがで
きないため、ＢＧＡＬＯＧ側を処理できません。
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ＱＳＬカード管理
画面（ＤＸＣＣ、ＪＣＣ）

部分クリックで
画像が検索できます。
メイン画面、画像画面
等で操作できます。

ＱＳＬカード管理 P-72

ＤＸＣＣ管理
ＩＯＴＡ管理 各画面の
ＪＣＣ管理 （Photoの文字）

画像が登録さ
れていれば各
枠内の記号等
クリックで画像
が表示されます。
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画像取込 P-73

ｅＱＳＬから画像の取込 ｺｰﾙｻｲﾝ：ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力
画像写真とＢＧＡＬＯＧの連携

（登録方法説明画面左下） ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ ＩＮ ﾎﾞｯｸｽ

ﾛｸﾞｲﾝ

途中省略（椅子れか選択で次の画面）
ﾘｽﾄは下の他のログソフトへの移行用の
こちらをｸﾘｯｸで取得できる

写真画像を表示
表示画像を切り取りﾌｧｲﾙ名を「ｺｰﾙｻｲﾝ．Ｊｐｇ」）に変更

ﾌｧｲﾙ名
５Ｗ１ＳＡ

ｺｰﾙｻｲﾝ
↓

5W1SA-F OC-097F 190F.JPG 
に変更し「C:¥QSLCARD¥」
へ移動

ＢＧＡＬＯＧとの連携

ＱＳＯ状況を確認して交信画像とＢＧＡＬＯＧの行を対象
のﾃﾞｰﾀにしておきます。

Ｆｏｔ（Ｐｈｏｔｏ）ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると登録が完了となり、
各ＤＢ内を自動整理します。
（ＴＥＭＰﾌｫﾙﾀﾞｰ内の画像は自動でﾀﾄﾘｶｰﾄﾞ内へ移動）

画像は前頁の様にいつ
でも簡単に表示できま
す。

「EQSL一致」文字書き込み

※ 最新版ではＴＥＭＰ欄への記入は［－Ｆ］は無視され不要でコールサインのみでよくなりました。
例：［５Ｗ１ＳＡ．ＪＰＧ］のみで登録可能

［－Ｆ］は不要［５Ｗ１ＳＡ．ＪＰＧ］でＯＫ
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画像ファイル作成 P-74

ｅＱＳＬ（画像、ファイル作成）処理

ＥＱＳＬと一致処理、取り込んだ画像の処理送り込むＡＤＩＦファイル
の作成などの処理を行います。

クリックで作業画面
が表示 クリックで「ｅ」欄に「E」の文字が書き込まれます。

ｅＱＳＬ送信方法の選択
「次ページ」を参照

ｅＱＳＬ．ＣＣへの送信
上の送信方法に従い直接送信または
ＡＤＩＦファイルへ出力

・ｅＱＳＬ記号無抽出
期間限定をしてADIFﾌｧｲﾙを作成

・ 「eQSL.ADI」ファイルを削除します。
ｅＱＳＬへ送付後に削除してください。

・ ADIFファイル一括取込。

期間を限定して一括取込の処理「Ｑ」欄
へ「R」書き込みを行います。
※ 以前の処理の名残でありお勧めでき

ません。

次ページ、各ボタンのヘルプも参考にし
てください。

・ 画像一括取込ボタン
「C:¥QSLCARD¥TEMP」に取り込まれて
いる画像「例：CP6CL.jpg」 をＢＧＡＬＯＧ

画像として見える様に変換して
「C:¥QSLCARD¥」フォルダーへ移動取り込
を行います。
取込前例 ： 「CP6CL.jpg」

※ 記号自動付加

取込後例 ： 「CP6CL-F  104F.JPG」
※ ＤＸＣＣ番号ＩＯＴＡ番号等を自動的に
付加し「Ｑ」欄へ画像有りの記号を登
録します。
画像有りの記号クリックで画像が表示
されます。

・フォルダー移動事前準備
取り込んだファイルを事前に「TEMP」フォルダーへ
「DXｺｰﾙｻｲﾝ.JPG」としてｺﾋﾟｰしておく必要があります。
ＪＡの場合：ＤＸの場合

ｅＱＳＬホームページへ接続します。
接続時には自分のコールサインを
クリップボードへ登録しています。
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ｅＱＳＬ．ＣＣとの連携 P-75

ｅＱＳＬ直接送信を選択

右図の様に「ｅＱＳＬ直接送信」を選択していると自動的にｅＱＳＬ．ＣＣへ
アップロードが行われ「ｅ」欄に送信済記号が書き込まれます。

また、ｅＱＳＬ．ＣＣからは登録済のレポートが帰ってきます。

利用するための環境設定
環境設定の次の場所にｅＱＳＬログインパスワードを登録します。
34000630 eQSLpassword ***PSW***
eQSLautoへは右の送信方法選択時に自動登録されます。
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ＤＸＣＣカントリーリストの一括補正 P-76
（交信登録済の業務日誌による自動登録）

登録済の業務日誌から一括でＤＸＣＣカントリーリストを補正します。
作業内容
① ＤＸＣＣリストのデータの「T・R」部分を一旦全て削除します
② 更新して投入している全てのデータの更新状況を基にカントリー

リストを補正していきます。
「T・R」の書き込み

カード受領欄、ＬＯＴＷ受領の場合は「R」書き込み「R」の書
き込みの無い部分は「T」書き込み
最初に「R」書き込みの局名を星取表に記載します。

注意内容
・不正ＤＸＣＣ番号がある場合
ＤＸＣＣカントリーリスト登録されていないＤＸＣＣがある場合はそのカ

ントリーはエラーとなり登録されません。

・途中でエラーメッセージが出た場合
周波数、プリフィックス、モード、ＤＸＣｎｏに不正があればそのカント

リーは正しく登録されていません。
右の下の各ボタンにてそれらの不正を取り除く必要があります。

・事前データチェック
コールサイン、モード、プリフィックス、ＤＸＣＣｎｏに未入力があると

致命的エラーとなります。
それらの項目欄をクリックして昇順・降順にソートさせて不自然な状況に

あれば修正してください。（先読みチェックを外してから実施）
下の図はその不自然な例です。

メインオプション（DXCCオプション）

メインオプション（メイン画面メンテナンス）

それぞれの項目の文字をクリックします
たいていの不正なデータは行の先端か末尾に表示されますので
不正なものを修正していきます。
例では、プリフィックスをクリックしてそのプリフィックスが未登録の
ものが表示されています。
プリフィックスとＤＸＣＣ番号を補正します。
この状態が残っていると各所でいろいろなエラーが発生します。
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ＪＴ６５、ＦＴ８設定 P-77

ＦＴ８（参考画像、設定場所）
（ＢＧＡＬＯＧ関係関連部分）

ＪＴ、ＦＴ マニアルで詳細を確認してください。

目次１へ

重複設定をしない（いずれかを使用）
極力ｕｄｐポートを使用する
（重複使用をすると２重にデータが取り込まれます。）
サーバーアドレスと使用ポートに注意願います。
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ＤＸＣＣリスト その１ P-78

考え方については、しっかり理解しておいてください。
ここが理解出来ていないと今後のＢＧＡＬＯＧ利用において問題が発生します。
ＱＳＯし登録したデータが中心となるために学習ファイルは皆さんからいただいた都度こまめにアップしています。

考え方
最新のＢＧＡＬＯＧの「ＤＸＣＣ管理の基本は、ＤＸＣＣ番号」になります。
この番号は、「世界で統一され、唯一・無二」となりますのでここさえ合わせておけば、プリフィックスや消滅カント
リーを含めエンティティの記載方法が異なっていても全て自動で修復する仕組みとしています。

このことは、反面、言い返せばプリフィックスの名前やエンティティを個別に修正してもバージョンアップ時に自動で
当方からのリストにより元に戻ってしまいます。

これまでの経緯
旧（Ｖｅｒ２）まではプリフィックス名が基本でＤＸＣＣ番号やエンティティ名は参考でした。
このため、ＡＲＲＬやその他のリストと幾分異なった扱いとなっていました。

Ｖｅｒ３からは唯一無二のＤＸＣＣ番号が存在することが分かりプリフィックス名中心を改め、
ＤＸＣＣ番号中心に移行途中でした。

ただし、移行途中であることから試行錯誤がありました。
ＤＸＣＣリスト中心からＱＳＯデータ（業務日誌登録データ）のＤＸＣＣ番号中心への切り替え
（ＤＸＣＣリストさえ合わせておけば、業務日誌は参考 ⇒ 業務日誌を中心としてＤＸＣＣリストはその表示である）

Ｖｅｒ４からは完全に業務日誌のＤＸＣＣ番号中心のものとして作成しています。
基本は、各登録したＱＳＯデータに基づきＤＸＣＣリストを作成するとの考え方です。
（ＤＸＣＣリストは単に表示を行うためのもの）

プリフィックスやエンティティ名は異なっていても単に表示のみの問題であり、この表示は簡単に当方からのリストに
より変更出来ます。
いつでも訂正依頼があれば修正可能です。
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１ ＤＸＣＣリストをＢＧＡＬＯＧ標準に合わせる
ＢＧＡＬＯＧのカントリーリストに合わせる
これを異なった場合はＢＧＡＬＯＧとはリンクしませんので各自
の責任においてその都度修正が必要です。

２ 最初に消滅カントリーのデータを整理する。（必須）
消滅したカントリーのデータについてその業務日誌に登録している交信データのＤＸＣＣ番号をきちっと正しく登録
これを行っていればＤＸＣＣリストには消滅のカントリーとして登録されます。

３ 消滅カントリー以外のもの
ＡＲＲＬと不一致のカントリーのデータを探し出しその登録データのＤＸＣＣ番号を修正する。
その方法の一例を次に記載しておきます。
この例は本来は全てのデータのＤＸＣＣ番号を正しく登録させる必要がありますが、大変であるので手抜き処理を記載しておきます。

① 現在の業務日誌のＤＸＣＣリストを整理していない場合
これは手抜き処理であり完全にすべてのＤＸＣＣ番号を整理している
場合はこの作業を行わないでください。
ＤＸＣＣ消滅カントリーを整理しておりその他のカントリーを学習機能
により自動修正を行いたい場合。
これを実施することにより現行の学習ファイルにより自動的にＤＸＣＣ
番号とカントリが業務日誌のデータに書き換わります。

② ＡＲＲＬのＤＸＣＣリストと整合
ＡＲＲＬのＤＸＣＣのリストをダウンロードします。
ＢＧＡＬＯＧのＤＸＣＣリストと比較して異なる部分をＤＸＣＣ番号により
業務日誌のデータを抽出します。
その異なる部分のＤＸＣＣ番号及びカントリーリストを修正します。

ＤＸＣＣリスト その２ P-79

プリフィックスに「･」が付いている必要があることに注意し
てください。

消滅カントリーも特別局として登録していますが、全てでは
ありません。

プリフィックスに「･」が付いていれば無条件でそのデータは
修正を行いません。
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③ ＢＧＡＬＯＧのＤＸＣＣリストの一括作成
以上業務日誌のデータが修正されれば、右のボタン
で自動的にＤＸＣＣリストが一括で修正されます。

日常のリスト補正
業務日誌のＤＸＣＣ番号を変更した場合やリストがおかしく感じた場合に使用

④ その後のＤＸＣＣリスト部分補正
業務日誌へのＤＸＣＣ登録誤りや個別にそのカントリーを修正したい場合
この作業は登録済の業務日誌の内容や修正は行いません。
ＤＸＣＣカントリーリストのみを修正します。

そのカントリーを下のプリフィックス又はＤＸＣＣ番号に記載してリターンキーを
押しますと相互連動しています。

右の「ＤＸＣＣ保守」をクリックでそのカントリーの業務日誌の登録Ｄ
ＸＣＣ番号により自動補正されます。

※ チェックボタンにチェックがあると個々の操作時に確認なく連続で操作ができます。

ＤＸＣＣリスト その３ P-80
目次１へ
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投入データが消えてしまった場合の復旧方法－１

復旧方法には３種類の方法があります。

（その１）
日付バックアップデータよりの復旧方法

次の場所（C:¥BGALOGbackup）に日付別のフォルダーが作成され、その日の最終データ「BGALOG.ACCDB」がバックアップ保存されています。
保存データの「BGALOG.ACCDB」をＢＧＡＬＯＧフォルダーへコピーしてください。

注意事項等

日付別バックアップを行っていない場合は取得できませんので安全のため終了時に日付別バックアップを実施するようにお願いします。

「BGALOG.ACCDB」は当日の最終データのみのバックアップとなりますので、不正終了時に日付別を実施しますとその不正分が最終データ
となることに注意してください。
不正であることが明確な場合は、ＢＧＡＬＯＧ終了時に日付別バックアップを実施しないでください。
書き込んでしまいますと、その前日のデータから復帰する必要があります。

この方法によりバックアッ附した場合はそのまま使用が出来ます。

コピー

目次１へ
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投入データが消えてしまった場合の復旧方法－２

（その２）
登録分DT_Backup.TXT よりの復旧方法

ＢＧＡＬＯＧ内で「登録ボタンにより登録の都度、
登録分DT_Backup.TXTへ自動保存」する仕組みをとっていますのでこれから復旧を図ってください。
保存場所

保存フォルダーは「C:¥BGALOG¥登録分DT_Backup.TXT」及び「C:¥BGALOGbackup¥保存日¥登録分DT_Backup.TXT」

ファイル内容の確認方法
ＢＧＡＬＯＧ内からは「登録分DT_Backup」ボタンで

確認右図の様に確認できます。
内容は次の通りです。
これを基に再度投入をする必要があります。

注意事項等
日付別バックアップを行っていない場合は取得出来ません。
「登録分DT_Backup.TXT」へはＢＧＡＬＯＧでの業務日誌への追加

登録ボタン押下の都度、自動で復旧用として登録されます。
「登録ボタン押下の都度自動でテキストファイルに自動追記」されますので普段は気にする必要はありません。
（ただし、データの肥大化を防ぐために月の初日に削除確認メッセージは在りますが、自動削的に除されます。）

（その３）
直近データが完全破損の場合の復旧方法

前記、「１、２」が使用出来ない場合は「残念ながらその日のデータを復旧する方法がありません。

その場合は、日付別保存データを探して使用できる最新日付のものをＢＧＡＬＯＧフォルダーへコピーしてください。
その入力している日付より後は、最新の「登録分DT_Backup.TXT」によりその後を投入してください。

（番外修復）マイクロソフトアクセスにより修復
業務日誌以外の場所が壊れた場合、や方法不明な場合は、ＪＡ５ＢＧＡまで相談してください。
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クリップボードの活用（コピー、貼り付け）、特殊機能

コントロール＋左クリック①～②、⑧
クリックした位置の内容をクリックボードへコピー
（コピーしました：音声）

シフト＋左クリック①～②、⑧
クリップボードからの貼り付け

文字の範囲を選択
選択範囲をクリップボードへコピー
（選択範囲をコピーしました：音声）

単純クリック③～⑤
それぞれに与えられてい
る機能を実施

③、④＝
画面の拡大 ⇔ 縮小

⑤＝
コールサイン検索

①

②

③ 

クリップボードへの
コピー時
「（範囲を）コピーしました」
等の音声が出ます。

単純クリック
同一コールサインをワーク欄へ抽出
＆検索メイン画面

⑤

④

⑦⑥

⑧

※ クリップボードからの「貼り付け」 ＰＣ全体
クリップボードへコピーした内容はＰＣ内の全ての場所へ貼り付けを行うことが出来ます。
「ＣＴＲＬ」＋「Ｖ」で貼り付けが出来ます。（ウインドウ標準機能）
（音声無し）

※ アルトキー＋左クリック ①⇔⑧ 相互貼り付け
クリックした位置の内容を「①⇔⑧」相互に同一項目の欄にコピーします。

ダブルクリック
同一コールサインの局
を検索し業務日誌へ
抽出

周りの文字クリックで
該当の局等を抽出
（ハンドマークの場所）

ＬＯＧ全体
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年間ＤＸＣＣ管理

管理設定（常時・必要時）管理
① 年間ＤＸＣＣを更新します。
② 年間ＤＸＣＣを更新しかつテキストファイルを出力します。
③ グラフを含めて詳細なデータが表示されます。
④ リストそのものを完全に削除します。

①

⑤
④

②

⑥

⑤ テキストファイルにより更新します。
⑥ 年間ＱＳＯ数の簡易表示です。

詳細を確認したい場合は④を押下してください。
⑦ 次は関連項目です。
⑧ ＦＴ８をリフレッシュします。
⑨ エンティティとＦＴ８の切替です。

③
⑧

⑦

⑨

目次１へ
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メイン画面の項目別、注意事項

項 目 注 意 事 項 等 最大文字数

インデックス＊ 同一文字は不可：投入できずその後修正まで次の作業が出来なくなる（通常非表示で自動処理） 20

コールサイン＊ 空白（未記入）は不可：各種原因不明のエラーが発生 20

モード＊ 空白（未記入）を含めプルダウンメニュー以外のモード入力は不可、ＤＸＣＣリストへ影響 6

周波数＊ 空白（未記入）を含めMhzにドット（.）が必要、ＤＸＣＣリストへ影響（正しい記入例：14.123.4、最短記入：14.） 10

相手ＲＳＴ プログラム動作には影響無し、「カード、ＬＯＴＷ」等の授受に不一致が発生 4

自局ＲＳＴ プログラム動作には影響無し、「カード、ＬＯＴＷ」等の授受に不一致が発生 4

プリフィックス＊ 正しいＤＸＣＣリストの処理が不可、検索時等の実行時に処理不能の為原因不明なエラーか発生 15

ＤＸＣＣ番号＊ 正しいＤＸＣＣリストの処理が不可、検索時等の実行時に処理不能の為原因不明なエラーか発生 3

名前等 プログラム動作には影響無し、検索時に抽出できなくなる 30

マネージャ＊ プログラム動作には影響無し、検索時に抽出できなくなる、カードの無駄 （13）15

住所等 自由に記載可能 60

ペディション等 自由に記載可能 1

ゾーン プログラム動作には影響無し、検索時に検索不可 5

カード発送 自由に記載可能（/ T J D等）、ただし半角スペースについては未発行 5

カード受領＊ 「R」「ｽﾍﾟｰｽ」以外は記入不可、ＤＸＣＣ整理がＮＧ 5

ＬｏＴＷ送受＊ 「ｽﾍﾟｰｽ」または先頭の1文字は「R」以外は不可（記入例例：[R 2018・・・・]、or [R]の未記入） 15

ｅＱＳＬ プログラム動作には影響無し、ｅＱＳＬ送受の記録のみ

ＪＣＣ等＊ 住所以外に転用可、転用する場合はＪＣＣと等しい番号の使用は不可（住所等が自動で書き込まれる） （8）15

備考１、備考２ 自由に記載可能（備考１：一覧表示をさせたいものを記入、備考２その項目にあてた場合に多くを表示） 245

ＩＯＴＡ＊ ＩＯＴＡリスト、画像表示と連携

＊＝プログラム上の最重要項目、＊＝重要事項
一般的注意事項、「半角の記号は極力使用不可」プログラムと混同した動作をし、検索不可が発生の可能性有り：例[“#$%&’*等]
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項 目 注 意 事 項 等 最大文字数

グリットロケーター プログラム動作には影響無し、検索時に検索不可（ＧＬ使用時は4ﾊﾞｲﾄ、6ﾊﾞｲﾄに注意） （4、6）10

Ｐｈｏｔｏ（Ｑ欄） 画像有りは（Ｆ:DX、Ｊ：JA）のみ記入、プログラム動作には影響無し、画像が表示出来なくなる 10

相手、自局、移動 住所以外に転用可能、転用すると印刷時に指定できない 相30、自20

ＰＲＥソート＊ プログラムには影響無し、印刷時にソート、マネージャの設定実施（印刷直前に実施が必要） 20

無線機 プログラムには影響無し、印刷時に利用される 20

出力・入力 プログラムには影響無し、印刷時に利用される 10

ＤＸ申請 プログラムには影響無し、検索時に検索出来なくなる（各種申請用に各自が記号を決めて登録します） 20

ＹＯＢＩ１ 未使用非表示（予備） 20

ＹＯＢＩ２ 未使用非表示（予備） 20

メイン画面の項目別、注意事項－２

データ簡易不正データチェック方法
各ボタンをクリックしてチェックして修正をしてください。
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業務日誌内文字列の置き換え（複合検索）

① 項目内の全内容を置き換え
事前に検索をしておく必要があります。
書き換え場所のすべての文字を削除して書換文字の内容
「ＸＹＺ」に置き換えます。

② 項目内の特定文字列のみを置き換え
事前の検索は不要です。
書き換え場所の文字「ABCDEFGHIJKLM」のうち書換前文字「CDEFG」のみを「XYZ」に置き換えます。
結果は「ABXYZHIJKLM」となります。

① ②

注 事前にバックアップが必要です

①、② 共通設定項目です。
未記入の場合は文字を削除となります。

② 専用設定項目です。

書き換え前の文字

書き換え結果

各項目内にある特定の不要な文字や記号を削除できます。
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ＡＤＩＦファイルの一覧確認とＣＳＶファイルへの出力方法（参考記載）
ＡＤＩＦファイルからのデータインポートはＢＧＡＬＯＧで簡単に取り込めますが、その内容のみを見たい場合があります。
この様な時にファイル内容を確認したりＣＳＶファイルに出力できるフリーソフトを紹介します。

【ＡＤＩＦＭａｓｔｅｒ】

LOTWREPORT.ADIFファイルを表示した例です。 取り込んだＡＤＩＦファイルのソース

ダウンロード先 「 http://www.dxshell.com/adif-master.html 」

ダウンロードをクリックして指示に従って
インストールしてください。

ＦＩＬＥから次を選択してください。
各種のオプションがあります。
各種のハム用の
フィルターなとも
有ります。
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